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埼経協ニュース409号

平
成
三
十
一
年
新
年
会
員
懇
談
会
は

一
月
十
日
㈭
一
三
時
三
〇
分
か
ら
十
七

時
ま
で
、
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
開
催

さ
れ
た
。

当
日
の
出
席
者
は
ご
来
賓
の
方
々
な

ら
び
に
会
員
を
合
わ
せ
て
三
四
〇
名
で

あ
っ
た
。（
ご
来
賓
の
ご
芳
名
は
四
頁

に
掲
載
）

特
別
講
演
は
日
本
コ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ニ
ン
グ
協
会
会
長
、
日
本
ペ
ッ
プ
ト

ー
ク
普
及
協
会
代
表
理
事

岩
﨑
由
純

氏
が
「
逆
境
を
好
機
に
変
え
る
言
葉
の

力
」
と
題
し
て
講
演
。
講
師
の
体
験
し

た
感
動
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
と
も
に
、
短
く

て
分
か
り
や
す
く
、
心
に
響
く
励
ま
し

の
言
葉
「
ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
」
に
よ
る
絶

大
な
効
果
を
熱
く
語
っ
て
い
た
だ
き
、

聞
き
手
に
勇
気
を
与
え
る
素
晴
ら
し
い

内
容
の
講
演
で
し
た
。

当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次
の
通
り

【
第
一
部

挨
拶
・
講
演
の
部
】

開
会
挨
拶

上
條

正
仁
会
長

（
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行
シ
ニ
ア
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
）

上
條
会
長
は
企
業
を
取
り
巻
く
経
営

環
境
、
平
成
三
十
一
年
の
経
済
見
通
し

等
に
触
れ
ら
れ
た
後
に
、
今
後
の
企
業

経
営
を
考
え
る
上
で
以
下
の
よ
う
に
話

さ
れ
た
。

「
仕
事
を
�
頑
張
れ
か
ら
楽
し
む
�

へ
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
申
し
述
べ

た
い
。
日
本
で
は
、
企
業
で
も
、
学
校

で
も
上
か
ら
下
に
「
頑
張
れ
」
と
い
う

言
葉
を
か
け
る
ケ
ー
ス
が
多
く
の
場
面

で
出
て
く
る
。「
頑
張
れ
」
と
言
わ
れ

る
と
、
精
神
的
か
つ
肉
体
的
に
最
大
限

の
努
力
を
求
め
ら
れ
て
い
る
ニ
ュ
ア
ン

ス
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
人
も
多
く
、

「
み
ん
な
頑
張
っ
て
は
い
る
ん
だ
よ
」

と
言
い
返
し
た
く
な
る
こ
と
も
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
英
語
圏
の
国
々
で
は
少
し

異
な
る
。「
気
楽
に
や
っ
て
こ
い
（take

it
easy

）」
と
か
、「
楽
し
ん
で
（have

fun

）」
と
い
っ
て
送
り
出
す
。
ど
う
も

ニ
ュ
ア
ン
ス
と
し
て
は
日
本
よ
り
柔
ら

か
い
よ
う
な
気
が
す
る
。
こ
う
し
た
違

い
は
、
ま
さ
に
駅
伝
大
会
で
の
沿
道
の

応
援
に
顕
著
に
現
れ
る
。
日
本
で
は
、

沿
道
の
人
が
選
手
に
か
け
る
言
葉
は

「
頑
張
れ
」「
頑
張
れ
」
の
繰
り
返
し
、

と
こ
ろ
が
ア
メ
リ
カ
で
は
、
実
に
様
々

な
種
類
の
言
葉
が
掛
け
ら
れ
る
。「
リ

ラ
ッ
ク
ス
」、「
キ
ー
プ
オ
ン
ゴ
ー
イ
ン

グ
（
そ
の
調
子
で
）」、「
エ
ン
ジ
ョ
イ

（
楽
し
ん
で
）」、「
グ
ッ
ド
ラ
ン
（
い

い
走
り
だ
よ
）」
な
ど
、
こ
う
し
た
表

現
で
選
手
を
応
援
す
る
こ
と
で
、
選
手

と
一
緒
に
マ
ラ
ソ
ン
を
楽
し
ん
で
い
る

よ
う
に
見
え
る
。

い
ま
か
ら
二
十
年
以
上
前
に
、
丸
紅

の
社
長
だ
っ
た
鳥
海
巌
氏
が
年
頭
の
挨

拶
で
い
わ
れ
た
言
葉
が
、
朝
日
新
聞
の

「
天
声
人
語
」
に
頑
張
る
と
い
う
テ
ー

マ
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
鳥
海
氏

は
「
日
本
人
は
、
本
来
真
面
目
だ
。�
頑

張
る
�
と
思
わ
な
い
で
も
自
然
に
頑
張

っ
て
し
ま
う
。�
頑
張
れ
�
と
い
う
と

か
え
っ
て
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
受
け
、
固

く
な
っ
て
実
力
を
発
揮
で
き
ず
、
は
か

ば
か
し
い
結
果
を
得
ら
れ
な
い
こ
と
が

多
い
。
社
員
諸
君
、�
頑
張
る
�
と
口

に
出
す
な
…
（
中
略
）
あ
な
た
方
は
プ

ロ
な
の
だ
か
ら
、
自
分
の
仕
事
を
エ
ン

ジ
ョ
イ
し
な
が
ら
や
れ
」
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
し
た
。
そ
の
「
天
声
人
語
」

は
、「『
頑
張
る
」
に
は
、
ど
こ
か
せ
か

せ
か
し
た
感
じ
だ
。�
頑
張
れ
�
に
は
、

と
き
ど
き
無
神
経
で
残
酷
な
響
き
が
あ

る
」
と
結
ん
で
い
る
。

高
度
経
済
成
長
時
代
か
ら
成
熟
経
済
、

人
口
減
少
時
代
に
変
化
し
て
も
な
お

『
頑
張
る
』
と
い
う
言
葉
は
い
ま
で
も

多
く
の
シ
ー
ン
で
使
わ
れ
、「
シ
ニ
ア

も
頑
張
れ
」
と
ま
で
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
言
葉
を
否
定
す
る
つ
も
り
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、そ
の
役
割
を
そ
ろ
そ
ろ『
楽

一般社団法人 埼玉県経営者協会会報

’19 月号

日本経団連 埼玉

平平
成成
三三
十十
一一
年年
新新
年年
会会
員員
懇懇
談談
会会

三三
四四
〇〇
名名
のの
参参
加加
者者
をを
得得
てて
盛盛
大大
にに
開開
催催

特別講演
「
逆
境
を
好
機
に
変
え
る
言
葉
の
力
」
と
題
し
て

日
本
コ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョニ
ン
グ
協
会
会
長
、

日
本
ペッ
プ
ト
ー
ク
普
及
協
会
代
表
理
事
岩
﨑
由
純
氏
が
講
演

開会挨拶をする上條正仁会長

新年会員懇談会

2・3
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し
む
』
に
譲
る
時
期
に
来
て
い
る
よ
う

な
気
も
し
て
な
り
ま
せ
ん
。『
プ
ロ
と

し
て
仕
事
を
楽
し
め
』、
こ
の
言
葉
を

ト
ッ
プ
が
社
員
に
日
頃
か
ら
、
掛
け
続

け
る
こ
と
は
、
企
業
の
大
き
な
経
営
課

題
で
も
あ
る
「
働
き
方
改
革
」
の
実
現

に
も
大
い
に
役
立
つ
よ
う
な
気
が
す
る
。

来
賓
挨
拶

埼
玉
県
知
事

上
田

清
司
氏

財
務
省
関
東
財
務
局
長

田
中

琢
二
氏

厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局
長

木
塚

欽
也
氏

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長

小
松

弥
生
氏

連
合
埼
玉
会
長

近
藤

嘉
氏

来
賓
ご
紹
介

特
別
講
演

演
題

「
逆
境
を
好
機
に
変
え
る
言
葉

の
力
」

講
師

日
本
コ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン

グ
協
会
会
長
、
日
本
ペ
ッ
プ
ト

ー
ク
普
及
協
会
代
表
理
事

岩
﨑

由
純
氏

【
第
二
部
懇
親
パ
ー
テ
イ
ー
の
部
】

開
宴
挨
拶

伊
藤

麻
実
副
会
長

（
日
本
電
鍍
工
業
㈱
代
表
取
締
役
）

来
賓
祝
辞

さ
い
た
ま
市
長

清
水

勇
人
氏

乾
杯

埼
玉
大
学
学
長

山
口

宏
樹
氏

懇
談

閉
宴
挨
拶

中
込

秀
明
監
事

（
富
士
電
子
㈱
代
表
取
締
役
）

340名の参加者を得て
盛大に開催された。

来
賓
挨
拶

上
田
清
司
埼
玉
県
知
事

来
賓
挨
拶

田
中
琢
二
関
東
財
務
局
長

来
賓
挨
拶

木
塚
欽
也
埼
玉
労
働
局
長

来
賓
挨
拶

小
松
弥
生
埼
玉
県
教
育
委
員
会

教
育
長

来
賓
挨
拶

近
藤
嘉
連
合
埼
玉
会
長

来賓の方々

会会場場ススナナッッププ

― 2 ―



�����������������������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ����������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

目

次

頁

�
平
成
三
十
一
年
新
年
会
員
懇
談
会

一

�
も
の
つ
く
り
大
学
特
別
公
開
講
座

五

�
埼
玉
県
キ
ャ
リ
ア
教
育
実
践
ア
ワ
ー
ド

二
〇
一
九
表
彰
式

六

�
秋
季
中
部
地
区
協
議
会

七

�
春
季
地
区
協
議
会
（
南
部
・
中
部
・
西

部
・
北
部
）

八

�
埼
玉
大
学
研
究
者
と
の
出
会
い
の
広
場十

�
も
の
つ
く
り
大
学
へ
よ
う
こ
そ

十
一

�
第
十
七
回
渋
沢
栄
一
賞
、
第
八
回
渋
沢

栄
一
ビ
ジ
ネ
ス
大
賞
表
彰
式

十
二

�
第
四
回
働
き
方
・
働
き
が
い
向
上
委
員

会

十
三

�
企
業
経
営
者
と
生
徒
・
保
護
者
・
教
員

に
よ
る
四
者
面
談
会

十
三

�
第
三
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

十
四

�
四
半
期
企
業
経
営
動
向
調
査

十
五

�
特
別
調
査

十
八

�
課
題
解
決
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
社
内

発
表
会

二
二

�
人
事
担
当
者
の
た
め
の
税
務
セ
ミ
ナ
ー

二
二

�
第
六
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

二
二

�
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
実
践
セ
ミ
ナ

ー

二
三

�
課
長
力
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
講
座

二
三

�
労
働
問
題
実
務
対
応
講
座

二
三

�
青
年
経
営
者
部
会

創
立
三
十
周
年
記

念
懇
親
会

二
四

�
青
年
経
営
者
部
会

創
立
三
十
周
年
記

念
新
春
特
別
講
演
会

二
五

�
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
労
働
法

二
六

�
埼
玉
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

二
七

�
事
業
だ
よ
り

二
八

�
告
知
版
、
会
員
の
動
き

二
八

講演する岩﨑由純氏講演風景

開宴挨拶
伊藤麻美副会長

乾杯挨拶
山口宏樹埼玉大学学長

来賓祝辞
清水勇人さいたま市長

閉宴挨拶
中込秀明監事

懇談風景

特 別 講 演

懇親パーティーの部

PRを行う臼田和弘青年経営
者部会部会長

講師とも積極的に交流がなされた

懇親会では青年経営者部会からのPRも行われた 乾杯の様子
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▽
埼
玉
県
知
事

上
田
清
司

▽
さ
い
た
ま
市
長

清
水
勇
人

《
講
師
》

▽
日
本
コ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ニ
ン
グ
協
会
会
長

岩
﨑
由
純

《
国
関
係
》

▽
財
務
省
関
東
財
務
局
長

田
中
琢
二

▽
財
務
省
関
東
財
務
局総

務
部
長

曽
根
英
実

▽
財
務
省
関
東
財
務
局

総
務
部

財
務
広
報
相
談
室
長

齋
藤
和
幸

▽
経
済
産
業
省
関
東
経
済
産
業
局

地
域
経
済
部

次
長

青
木

宏

▽
独
立
行
政
法
人
造
幣
局

さ
い
た
ま
支
局
長

貝
守
真
一

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局
長

木
塚
欽
也

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

総
務
部
長

菅
原
篤
史

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

雇
用
環
境
・
均
等
室
長

加
藤
孝
子

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

労
働
基
準
部
長

唄

繁
樹

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

監
督
課
長

長
澤

篤

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

賃
金
室
長

大
鷲

亨

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

職
業
安
定
部
長

大
塚
陽
太
郎

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

職
業
安
定
課
長

倉
林
正
彰

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

職
業
対
策
課
長

石
川
和
夫

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

訓
練
室
長

新
田
純
康

▽
日
本
銀
行

調
査
統
計
局

調
査
主
幹
・

埼
玉
県
経
済
総
括

清
水
雅
之

▽
防
衛
省
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部

援
護
課
長

川
原
剛
志

▽
防
衛
省
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部

援
護
班
長

下
村
孝
史

▽
国
立
研
究
開
発
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構

理
数
学
習
推
進
部
才
能
育
成
グ
ル
ー
プ

調
査
役

岡
田
啓
一

《
県
関
係
》

▽
産
業
労
働
部
部
長

渡
辺

充

▽
産
業
労
働
部
副
部
長

石
川
英
寛

▽
産
業
労
働
部
雇
用
労
働
局
長

新
里
英
男

▽
産
業
労
働
部
産
業
労
働
政
策
課
長野

尻
一
敏

▽
産
業
労
働
部
産
業
支
援
課
長

藤
田

努

▽
産
業
労
働
部
観
光
課
長

島
田
邦
弘

▽
産
業
労
働
部
雇
用
労
働
課
長

佐
藤
卓
史

▽
産
業
労
働
部
シ
ニ
ア
活
躍
推
進
課
長

堀
光
美
知
子

▽
産
業
労
働
部
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
課
長

山
野
隆
子

▽
産
業
労
働
部
産
業
人
材
育
成
課
長田

口

修

▽
企
画
財
政
部
計
画
調
整
課
長

堀
口
幸
生

▽
埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
セ
ン
タ

ー
長

中
村
雅
範

▽
報
道
長

板
東
博
之

▽
埼
玉
県
議
会
事
務
局
長

下
田
正
幸

▽
福
祉
部
地
域
包
括
ケ
ア
局
長

江
森
光
芳

▽
福
祉
部
少
子
化
対
策
局
長

小
池
要
子

▽
福
祉
部
少
子
政
策
課
長

高
島
章
好

▽
県
民
生
活
部
国
際
課
長

和
田
公
雄

▽
埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長

小
松
弥
生

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部
部
長渡

邉

亮

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部
県
立
学
校
人

事
課
長

日
吉

亨

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部
高
校
教
育
指

導
課
長

上
原
一
孝

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部
特
別
支
援
教

育
課
長

金
子

功

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部
県
立
学
校
人

事
課

学
校
評
価
幹

坂
上

節

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部
県
立
学
校
人

事
課

学
校
管
理
幹

青
木
孝
夫

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部
高
校
教
育
指

導
課

教
育
指
導
幹

石
川

薫

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部
高
校
教
育
指

導
課

副
課
長

山
田

恵

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部
高
校
教
育
指

導
課

主
査

江
口
大
貴

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部
高
校
教
育
指

導
課

指
導
主
事

山
盛
敦
子

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部
高
校
教
育
指

導
課

指
導
主
事

松
下
史
郎

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部
高
校
教
育
指

導
課

指
導
主
事

松
下
奈
緒
子

▽
埼
玉
県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
所
長

髙
岡

豊

▽
埼
玉
県
労
働
委
員
会
会
長

野
崎

正

▽
埼
玉
県
労
働
委
員
会
事
務
局
長

土
田
保
浩

▽
埼
玉
県
労
働
委
員
会
使
用
者
委
員斎

藤

実

▽
彩
の
国
さ
い
た
ま
人
づ
く
り
広
域
連
合

人
材
開
発
部
長

豊
田
雅
裕

▽（
公
財
）埼
玉
県
国
際
交
流
協
会
理
事
長

小
島
敏
男

▽（
公
財
）埼
玉
県
国
際
交
流
協
会
業
務
執
行

理
事
兼
事
務
局
長

鈴
木
健
史

《
市
関
係
》

▽
さ
い
た
ま
市
教
育
委
員
会
教
育
長

細
田
眞
由
美

▽
さ
い
た
ま
市
教
育
委
員
会
副
教
育
長

久
保
田
章

▽
さ
い
た
ま
市
教
育
委
員
会
管
理
部
長

矢
部

武

▽
さ
い
た
ま
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
部
長

平
沼

智

▽
さ
い
た
ま
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
部
長

竹
居
秀
子

▽
さ
い
た
ま
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
部
次

長

渡
邉
祐
子

▽
さ
い
た
ま
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
部
教

職
員
人
事
課
長

澤
田
純
一

▽
さ
い
た
ま
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
部
教

職
員
人
事
課
副
参
事

清
水
一
司

▽
さ
い
た
ま
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
部
教

育
研
究
所
長

千
葉

裕

《
商
工
団
体
関
係
等
》

▽（
一
社
）埼
玉
県
商
工
会
議
所
連
合
会
会
長

佐
伯
鋼
兵

▽
埼
玉
県
商
工
会
連
合
会
専
務
理
事茂

木
皇
治

▽
埼
玉
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
会
長

伊
藤
光
男

▽
埼
玉
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
専
務
理
事

飯
塚

孝

▽
埼
玉
経
済
同
友
会
代
表
幹
事

加
藤
喜
久
雄

▽
埼
玉
経
済
同
友
会
代
表
幹
事

藤
池
誠
治

▽
埼
玉
県
信
用
保
証
協
会
会
長

塩
川

修

▽（
公
財
）埼
玉
県
産
業
振
興
公
社
理
事
長

織
田
秀
明

▽（
公
財
）埼
玉
県
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
理
事

長

相
川

博

▽（
一
社
）埼
玉
県
物
産
観
光
協
会
専
務
理
事

櫻
井
正
道

▽（
公
財
）さ
い
た
ま
市
産
業
創
造
財
団
監
事

江
田
元
之

▽（
公
財
）さ
い
た
ま
市
産
業
創
造
財
団
事
務

局
長

川
島
一
浩

▽
埼
玉
県
生
産
性
本
部
事
務
局
長

西
山
典
仁

▽（
公
財
）産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー
埼
玉
事

務
所
所
長

吉
原
和
子

▽（
独
）高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機

構
埼
玉
支
部
埼
玉
職
業
能
力
開
発
促
進
セ

ン
タ
ー

所
長

中
村
正
彦

▽
埼
玉
県
職
業
能
力
開
発
協
会
専
務
理
事

小
林
一
彦

▽
埼
玉
県
雇
用
対
策
協
議
会
専
務
理
事

齋
藤
明
男

《
経
済
界
関
係
》

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

代
表
取
締
役
兼
専

務
執
行
役
員

増
田
賢
一
朗

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

取
締
役
兼
専
務
執

行
役
員

藤
田
正
幸

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

常
務
執
行
役
員
地

域
ビ
ジ
ネ
ス
部
担
当

宮
﨑
恒
史

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

常
務
執
行
役
員
埼

玉
西
地
域
営
業
本
部
長

山
嵜
浩
一

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

執
行
役
員
埼
玉
中

央
地
域
営
業
本
部
長

小
林
義
信

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

さ
い
た
ま
営
業
部

長

加
藤
一
弘

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

県
庁
支
店
長

加
藤
和
徳

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

大
宮
西
支
店
長

柚
木

馨

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

地
域
ビ
ジ
ネ
ス
部

長

忍
田
昇
一

▽
㈱
武
蔵
野
銀
行

専
務
取
締
役

赤
城
功
一

▽
㈱
武
蔵
野
銀
行

常
務
取
締
役

小
山
和
也

▽
㈱
武
蔵
野
銀
行

常
務
取
締
役

黒
澤

進

▽
㈱
武
蔵
野
銀
行

地
域
サ
ポ
ー
ト
部
長

新
井
康
裕

▽
㈱
武
蔵
野
銀
行

常
務
執
行
役
員
本
店
営

業
部
長

齊
藤
政
春

《
大
学
及
び
研
究
機
関
》

▽
埼
玉
大
学
学
長

山
口
宏
樹

▽
埼
玉
大
学
理
事
・
副
学
長

重
原
孝
臣

▽
埼
玉
大
学
理
事
・
副
学
長

伊
藤

修

▽
埼
玉
大
学
理
事

秋
山
秀
次
郎

▽
埼
玉
大
学
副
学
長

中
林
誠
一
郎

▽
埼
玉
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
教
授
、

先
端
産
業
国
際
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
所
長

綿
貫
啓
一

▽
埼
玉
大
学
研
究
機
構
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長松

岡
浩
司

▽
埼
玉
大
学
参
事
役

鷹
野
勝
弘

▽
埼
玉
大
学
統
合
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
Ｓ
Ｕ

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー

宮
田
信
久

▽
も
の
つ
く
り
大
学
学
長

赤
松

明

▽
も
の
つ
く
り
大
学
専
務
理
事

竹
下
典
行

▽
も
の
つ
く
り
大
学
総
務
課
長

大
島
誠
一
郎

▽
埼
玉
県
立
大
学
学
長

萱
場
一
則

▽
埼
玉
県
立
大
学
事
務
局
長

森

美
秀

《
労
働
団
体
関
係
》

▽
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
埼
玉
県
連
合
会

会
長

近
藤

嘉

▽
中
央
労
働
金
庫
埼
玉
県
本
部

常
務
理
事

（
埼
玉
県
本
部
担
当
）

宮
本
重
雄

▽（
一
社
）埼
玉
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

理

事
長

小
林
直
哉

▽（
一
社
）埼
玉
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

専

務
理
事

永
田
信
雄

▽
全
労
済
埼
玉
推
進
本
部
本
部
長

金
井

浩

《
報
道
関
係
》

▽
㈱
埼
玉
新
聞
社
代
表
取
締
役
社
長小

川
秀
樹

▽
㈱
埼
玉
新
聞
社
ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
局
理
事

営
業
管
理
幹

秋
谷
明
宣

▽
㈱
埼
玉
新
聞
社
編
集
局
経
済
部
記
者

小
林
哲
伸

▽
㈱
テ
レ
ビ
埼
玉
常
務
取
締
役

小
嶋
一
晃

▽
日
本
放
送
協
会
さ
い
た
ま
放
送
局
局
長

奥
本
千
絵

▽
㈱
日
本
経
済
新
聞
社
さ
い
た
ま
支
局
支
局

長

松
田

隆

▽
㈱
日
刊
工
業
新
聞
社
さ
い
た
ま
総
局
総
局

長

山
中
久
仁
昭

▽
㈱
時
事
通
信
社
さ
い
た
ま
支
局
支
局
長

舟
本
典
子

▽
㈱
ぎ
ょ
う
せ
い

石
川
章
一
郎

《
関
係
団
体
》

▽
外
井（
Ｔ
Ｏ
Ｉ
）法
律
事
務
所
代
表
弁
護
士

外
井
浩
志

▽
税
理
士
法
人
優
和
埼
玉
本
部
飯
野
事
務
所

公
認
会
計
士
・
税
理
士

飯
野
浩
一

▽
㈱
働
き
が
い
の
あ
る
会
社
研
究
所

G
reat

Place
to
W
ork
Institute

Ja-
pan

代
表

岡
元
利
奈
子

▽
㈱
働
き
が
い
の
あ
る
会
社
研
究
所

G
reat

Place
to
W
ork
Institute

Ja-
pan

課
員

渡
邉
雄
太

▽
日
本
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

学
会
副
会
長

加
地
照
子

▽
㈱
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
営
業
推
進
部
次
長

上
西
伴
浩

▽
㈱
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
大
宮
支
店
情
報
部

長

長
谷
川
徹

来来
賓賓
にに
各各
界界
かか
らら
多多
士士
済済
々々

（
敬
称
略
・
順
不
同
・
役
職
名
は
開
催
日
現
在
）
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成成立立

十
二
月
十
八
日
㈫
、
も
の
つ
く
り
大

学
と
本
会
の
共
催
、
埼
玉
県
、
埼
玉
県

教
育
委
員
会
後
援
の
も
と
、
平
成
三
〇

年
度
も
の
つ
く
り
大
学
特
別
公
開
講
座

を
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
開
催
し
、
一

一
一
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
講
座

は
、
も
の
つ
く
り
大
学
と
本
会
が
地
域

社
会
へ
の
貢
献
活
動
と
し
て
開
催
し
て

い
る
も
の
で
、
今
回
で
十
五
回
目
の
開

催
と
な
り
ま
す
。

開
講
に
あ
た
り
、
ま
ず
、
も
の
つ
く

り
大
学

長
谷
川

真
一
理
事
長
と
、

本
会

上
條

正
仁
会
長
か
ら
挨
拶
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、「
バ
ト
ン
で
つ
な
い
だ
夢

〜『
一
〇
秒
の
先
』を
目
指
し
て
〜
」

と
題
し
て
、
富
士
通
株
式
会
社

企
業

ス
ポ
ー
ツ
推
進
室
、
北
京
二
〇
〇
八
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
四
〇
〇
ｍ
リ
レ
ー
銀
メ
ダ

リ
ス
ト
の
塚
原

直
貴
氏
に
よ
る
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
塚
原
氏
の
キ
ャ
リ
ア
の

ス
タ
ー
ト
か
ら
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
二
〇
一
六
年
シ

ー
ズ
ン
で
引
退
に
至
る
ま
で
の
出
来
事

に
つ
い
て
、
当
時
の
心
情
や
陸
上
競
技

へ
の
取
り
組
み
方
な
ど
も
踏
ま
え
、
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ジ
ャ

マ
イ
カ
の
失
格
に
よ
り
銅
メ
ダ
ル
か
ら

銀
メ
ダ
ル
に
繰
り
上
が
っ
た
心
情
に
つ

い
て
も
触
れ
ら
れ
る
な
ど
、
塚
原
氏
な

ら
で
は
の
公
演
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
当
日
は
陸
上
競
技
に
取
り
組

む
高
校
生
が
数
多
く
参
加
し
て
お
り
、

講
演
中
に
は
、
来
場
の
高
校
生
と
塚
原

氏
が
協
力
し
て
、
リ
レ
ー
競
技
の
「
バ

ト
ン
パ
ス
」
の
実
演
を
行
う
な
ど
の
場

面
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
講
演
終
了

後
に
は
、
高
校
生
た
ち
か
ら
、
レ
ー
ス

前
の
緊
張
を
ほ
ぐ
す
工
夫
や
、
練
習
へ

の
取
り
組
み
方
に
つ
い
て
な
ど
多
く
の

質
問
が
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
は
、
も
の
つ
く
り
大
学

赤
松

明
学
長
の
挨
拶
で
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍等等のの支支援援！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http://www.sangyokoyo.or.jp/

出向・移籍の
専門機関

企業間の人材マッチングを
サポートしています。

無 料
情報の提供、相談、
あっせんの費用は
かかりません。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

平
成
三
〇
年
度
も
の
つ
く
り
大
学
特
別
公
開
講
座

「
バ
ト
ン
で
つ
な
い
だ
夢

〜
『
一
〇
秒
の

先
』
を
目
指
し
て
〜
」
と
題
し
、

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
の

塚
原

直
貴
氏
が
講
演

講演を行う塚原 直貴氏 ものづくり大学特別公開講座

会場の高校生からは多くの質問が出さ
れた

来場の高校生とバトンパスの実演も行われた

お気軽に
ご相談ください

埼玉
事務所

出向・移籍対象者 求 人

受受入入企企業業

情報の授受
相談など

斡旋・紹介

企業間交渉の
機会の設定など

セセンンタターー
情報の授受
相談など

送送出出企企業業
人人事事部部門門
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埼
玉
県
教
育
委
員
会
と
本
会
の
共
催

に
よ
る
埼
玉
県
キ
ャ
リ
ア
教
育
実
践
ア

ワ
ー
ド
2
0
1
9
表
彰
式
が
二
月
六
日

㈬
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
で
は
、
生
徒
一
人
ひ

と
り
が
、
社
会
に
出
て
職
業
人
と
し
て

自
立
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
能
力
を

身
に
付
け
る
こ
と
で
、
働
く
こ
と
の
意

義
や
職
業
観
を
学
び
、
仕
事
に
対
し
て

意
欲
的
に
取
り
組
む
姿
勢
や
態
度
を
修

得
し
、
自
分
の
進
路
を
主
体
的
に
選
択

し
て
い
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
お
り
、

推
進
に
当
た
っ
て
企
業
の
役
割
が
ま
す

ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
各
校
で
実
践

し
、
継
続
・
蓄
積
し
て
き
た
キ
ャ
リ
ア

教
育
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
教
育
財
産
で
す
。

ま
た
、
県
立
高
校
等
と
企
業
が
連
携
し

た
産
業
人
材
育
成
の
取
組
は
、
産
学
連

携
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
り
ま
す
。

本
表
彰
式
は
、
そ
の
取
組
の
中
か
ら

特
に
優
れ
た
実
践
に
対
し
て
、
支
援
す

る
企
業
と
学
校
双
方
を
表
彰
す
る
こ
と

で
本
県
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
進
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
、
今
回
で
六
回
目
と
な

り
ま
し
た
。

当
日
は
県
教
育
委
員
会
教
育
長

小

松
弥
生
氏
、
県
教
育
委
員

後
藤
素
彦

氏
、
県
立
学
校
部
長

渡
邉
亮
氏
、
本

会

上
條
正
仁
会
長

他
、
企
業
関
係

者
並
び
に
学
校
関
係
者
総
勢
五
二
名
が

参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
十
八
校
の
応
募
が
あ
り
、
審

査
の
結
果
、
特
に
優
れ
た
実
践
を
行
っ

た
九
校
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

各
賞
は
以
下
の
通
り
で
す
。

最
優
秀
賞
（
二
組
）

○
「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」
実

現
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
川
越
工
業
高
等
学
校

・
株
式
会
社

丸
広
百
貨
店

・
小
野
文
製
茶

・
川
越
市

・
セ
イ
コ
ー
モ
ー
タ
ー
ス
ク
ー
ル

※
内
容
�
各
企
業
等
か
ら
の
依
頼
に
応

え
る
製
品
を
授
業
の
中
で
制
作
す
る

取
組
。
企
業
担
当
者
と
生
徒
が
話
し

合
い
な
が
ら
ポ
ス
タ
ー
や
商
品
パ
ッ

ケ
ー
ジ
な
ど
を
つ
く
り
上
げ
た
。

○
地
域
資
源
に
新
た
な
付
加
価
値
を
！

〜
地
域
活
性
化
を
目
指
し
た
商
品
開

発
〜

・
皆
野
高
等
学
校

・
有
限
会
社

新
井
武
平
商
店

・
株
式
会
社

肉
の
宝
屋

・
菓
子
工
房

Ｈ
ａ
ｓ
ｈ
ｉ
ｍ
ｏ
ｔ
ｏ

※
内
容
�
秩
父
地
域
の
活
性
化
を
目
指

し
た
商
品
開
発
の
取
組
。
イ
ノ
シ
シ

に
よ
る
農
作
物
被
害
の
対
策
と
し
て

秩
父
の
ジ
ビ
エ
肉
を
使
っ
た
ハ
ン
バ

ー
ガ
ー
を
開
発
・
販
売
し
た
。

優
秀
賞
（
三
組
）

○
狭
紅
茶
（
さ
こ
う
ち
ゃ
）
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

・
狭
山
工
業
高
等
学
校

・
有
限
会
社
東
阜

横
田
園

※
内
容
�
地
元
生
産
者
と
連
携
し
て
紅

茶
の
製
造
装
置
を
制
作
し
、
特
産
品

で
あ
る
狭
山
茶
を
つ
か
っ
た
紅
茶
を

製
造
・
販
売
し
た
取
組
。

○
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

み
ず

ほ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

ソ
ラ
シ
ド

キ
ッ
チ
ン
と
の
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

〜
障
害
を
持
つ
方
と
と
も
に
高
校
生

の
思
い
を
地
域
に
伝
え
た
い
〜

・
新
座
総
合
技
術
高
等
学
校

・
社
会
福
祉
法
人
さ
く
ら
瑞
穂
会

障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
み
ず
ほ
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ

※
内
容
�
障
害
の
あ
る
方
と
地
域
の
方

が
交
流
す
る
場
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し

た
レ
ス
ト
ラ
ン
で
使
用
す
る
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
等
の
デ
ザ
イ
ン
や
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
通
し
て
勤
労
観
・
職
業

観
を
育
む
取
組
。

○
福
島
と
鳩
山
を
つ
な
ぐ

〜
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
コ
ッ
ト
ン
栽
培
〜

・
鳩
山
高
等
学
校

・
株
式
会
社

元
氣
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

※
内
容
�
東
日
本
震
災
復
興
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
携
わ
っ
て
き
た
福
島
県

の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
コ
ッ
ト
ン
農
家
か

ら
も
ら
っ
た
種
を
地
元
の
休
耕
地
で

栽
培
・
収
穫
し
、
農
家
へ
送
る
取
組
。

奨
励
賞
（
四
組
）

○
埼
玉
県
産
食
材
を
利
用
し
た
高
校
生

が
考
え
る
商
品
開
発

・
い
ず
み
高
等
学
校

・
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
株
式
会
社

※
内
容
�
県
の
食
材
を
利
用
し
た
カ
ッ

プ
ケ
ー
キ
を
地
元
の
大
手
ス
ー
パ
ー

と
共
同
開
発
・
販
売
し
た
取
組
。

○
地
域
の
中
で
「
働
く
力
」
を
育
て
る

「
わ
か
く
さ
版
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ

ム
」
―
「
よ
り
よ
い
学
校
教
育
を
通

し
て
よ
り
よ
い
社
会
を
創
る
」
―
へ

埼
玉
県
キ
ャ
リ
ア
教
育
実
践
ア
ワ
ー
ド

2
0
1
9
表
彰
式
開
催

最優秀賞 皆野高等学校 最優秀賞 川越工業高等学校

優秀賞 狭山工業高等学校優秀賞 鳩山高等学校 優秀賞 新座総合技術高等学校
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の
挑
戦

・
入
間
わ
か
く
さ
高
等
特
別
支
援
学
校

・
株
式
会
社
Ｍ
Ｓ
フ
レ
ッ
シ
ュ
デ
リ
カ

※
内
容
�
生
徒
と
教
員
が
チ
ー
ム
と
な

り
、
毎
週
の
授
業
の
中
で
、
生
徒
の

実
態
に
合
わ
せ
た
就
労
体
験
を
実
施

す
る
取
組
。

○
学
校
と
社
会
と
の
接
続
に
向
け
た
地

域
企
業
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

・
深
谷
は
ば
た
き
特
別
支
援
学
校

・
社
会
福
祉
法
人

両
宜
会

特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
ひ
び
き

※
内
容
�
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
協

働
し
、
産
業
等
現
場
実
習
と
作
業
学

習
製
品
の
頒
布
を
通
し
た
地
域
貢
献

活
動
の
取
組
。

○
未
来
を
紡
ぐ
地
域
の
力
・
学
校
の
力

・
宮
代
高
等
学
校

・
宮
代
町
商
工
会

※
内
容
�
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
Ｖ
Ｔ
Ｒ
を
制

作
し
た
り
、
商
工
会
が
行
う
事
業
の

デ
ザ
イ
ン
制
作
を
し
た
り
し
な
が
ら
、

地
域
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

指
し
た
取
組
。

本
会
は
こ
れ
か
ら
も
人
材
育
成
の
た

め
の
本
県
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

十
二
月
七
日
㈮
の
平
成
三
〇
年
度
秋

季
中
部
地
区
協
議
会
で
は
、
日
本
信
号

株
式
会
社

久
喜
事
業
所
に
お
い
て
施

設
見
学
会
を
開
催
し
、
一
八
名
の
方
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
本
信
号
株
式
会
社
は
、
約
九
〇
年

に
わ
た
り
日
本
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
安

全
・
安
心
を
支
え
て
き
ま
し
た
。
そ
の

根
幹
に
は
日
本
信
号
グ
ル
ー
プ
の
理
念

で
あ
る
「
安
全
と
信
頼
」
が
あ
り
ま
す
。

交
通
イ
ン
フ
ラ
と
い
う
公
共
性
の
高
い

事
業
に
関
わ
る
企
業
と
し
て
「『
安
全

と
信
頼
』
の
優
れ
た
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を

通
じ
て
、
よ
り
安
心
、
快
適
な
社
会
の

実
現
に
貢
献
し
ま
す
」
と
い
う
理
念
の

も
と
、
日
々
、
事
業
活
動
に
取
組
ま
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
今
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
発

展
に
伴
い
、
公
共
交
通
イ
ン
フ
ラ
シ
ス

テ
ム
に
対
す
る
よ
り
快
適
な
運
行
管
理
、

自
動
運
転
、
自
然
災
害
に
よ
る
影
響
の

ミ
ニ
マ
ム
化
と
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
＆
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
効
率
の
最
大
化
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
て
、
昨
年

竣
工
さ
れ
た
安
全
信
頼
創
造
セ
ン
タ
ー

「
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
館
」
で
は
、
安
全
理

論
の
研
究
・
蓄
積
・
社
員
研
修
と
共
に
、

世
界
中
で
稼
働
し
て
い
る
日
本
信
号
製

品
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
び
、
こ
の
技

術
を
用
い
て
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
「
安
全

と
信
頼
」
を
よ
り
確
か
な
も
の
に
す
る

事
に
取
組
む
な
ど
、
技
術
革
新
に
も
積

極
的
に
取
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
ま
ず
、
中
部
地
区
協
議
会

宮
澤

政
信
議
長
（
マ
ル
キ
ュ
ー
株
式

会
社

代
表
取
締
役
会
長
）
か
ら
開
会

の
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
続
い
て
、

日
本
信
号
株
式
会
社

取
締
役
専
務
執

行
役
員

徳
渕

良
孝
氏
に
よ
る
概
要

説
明
を
受
け
た
後
、
常
設
展
示
場
、
生

産
エ
リ
ア
、
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
館
を
そ
れ

ぞ
れ
見
学
い
た
し
ま
し
た
。

常
設
展
示
場
で
は
、
鉄
道
信
号
や
交

通
信
号
の
歴
史
・
仕
組
み
な
ど
に
つ
い

て
実
物
の
信
号
を
前
に
説
明
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
鉄
道
模
型
の
ジ
オ
ラ

マ
を
使
っ
た
走
行
体
験
も
行
い
ま
し
た
。

参加者全員で記念撮影常設展示場で説明を受ける参加者

平
成
三
〇
年
度
秋
季
中
部
地
区
協
議
会

「
日
本
信
号
㈱
安
全
信
頼
創
造
セ
ン
タ
ー
見
学
会
〜

社
会
イ
ン
フ
ラ
の
『
安
全
と
信
頼
』
を
よ
り
確
か
な

も
の
に
す
る
取
組
に
つ
い
て
学
ぶ
〜
」
を
開
催

説明を行う
日本信号㈱
徳渕 良孝氏

開会挨拶を行う
宮澤 政信議長

奨励賞 宮代高等学校 奨励賞 深谷はばたき特別支援学校

奨励賞 入間わかくさ高等特別支援学校 奨励賞 いずみ高等学校
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生
産
エ
リ
ア
で
は
、
実
際
の
作
業
の

様
子
を
見
学
し
ま
し
た
。
現
場
に
は
先

端
技
術
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
ス
マ
ー

ト
グ
ラ
ス
や
3
Ｄ
図
面
を
利
用
し
、
視

界
を
共
有
し
な
が
ら
、
国
外
の
作
業
現

場
に
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
指
示
が
出
せ

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
館
で
は
、「
見
守
る
」

「
確
か
め
る
」「
支
え
る
」「
つ
な
げ
る
」

の
四
テ
ー
マ
に
分
け
た
展
示
が
さ
れ
て

お
り
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
る
高
度

な
技
術
や
企
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

参
加
者
も
興
味
深
く
見
学
し
、
説
明
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

二
月
一
日
㈮
、
川
口
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
リ
リ
ア
大
会
議
室
に
お
い
て
、
平

成
三
〇
年
度
春
季
南
部
地
区
協
議
会
が

開
催
さ
れ
、
二
〇
名
の
方
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

今
回
の
協
議
会
で
は
、
ま
ず
、
南
部

地
区
協
議
会

牛
窪

啓
詞
議
長
（
株

式
会
社
愛
工
舎
製
作
所

代
表
取
締
役

会
長
）
よ
り
開
会
挨
拶
が
行
わ
れ
ま
し

た
。次

に
、
講
演
一
と
し
て
、
経
団
連
事

業
サ
ー
ビ
ス

人
事
賃
金
セ
ン
タ
ー
長

平
田

武
氏
よ
り
「
春
季
労
使
交
に
臨

む
経
営
側
の
基
本
姿
勢
」
と
題
し
て
、

講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
く
講
演
二
で
は
、Learning

and
Perform

ance

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

有
限
会
社
代
表
取
締
役

加
藤

和
宏

氏
よ
り
、「
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
の
た

め
の
脳
の
活
性
化
講
座
」
と
題
し
て
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
二
で
は
、
脳
科
学
と
コ
ー
チ
ン

グ
を
融
合
し
た
「
ニ
ュ
ー
ロ
コ
ー
チ
ン

グ
」
の
観
点
か
ら
、
行
動
の
原
動
力
や

目
的
の
明
確
性
と
脳
の
作
用
の
関
係
、

脳
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
把
握
す
る
重

要
性
や
、
脳
の
活
性
化
の
方
法
な
ど
に

つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
講
演
一
の
概
要

・
今
年
の
副
題
は
「
働
き
が
い
向
上
と

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出

by
Society

5.0

」。
・
経
団
連
は
Ｉ
ｏ
Ｔ
・
Ａ
Ｉ
・
ロ
ボ
ッ

ト
等
を
活
用
し
価
値
を
創
造
す
る
社
会

（Society5.0

）
の
実
現
を
最
重
要
課

題
と
捉
え
諸
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

【
我
が
国
企
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
】

・
世
界
経
済
は
緩
や
か
な
成
長
。
一
方

で
米
中
貿
易
摩
擦
、
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
な

ど
リ
ス
ク
要
因
が
出
て
き
て
い
る
。

・
日
本
経
済
は
、
引
き
続
き
緩
や
か
な

回
復
基
調
が
続
く
が
、
米
中
貿
易
摩
擦

や
消
費
税
の
増
税
な
ど
は
不
安
要
素
。

・
労
働
力
人
口
の
減
少
を
背
景
に
各
地

域
の
中
小
企
業
に
お
い
て
人
手
不
足
が

深
刻
化
し
て
い
る
。

・
人
手
不
足
の
観
点
か
ら
は
中
小
企
業

こ
そ
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
を
意
識
し

て
ほ
し
い
。

【
賃
金
引
上
げ
の
動
向
と
個
人
消
費
へ

の
影
響
】

・
大
幅
な
賃
金
引
き
上
げ
が
続
い
て
い

る
が
、
常
用
労
働
者
一
人
当
た
り
の
現

金
給
与
総
額
の
伸
び
は
非
常
に
緩
慢
。

・
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
比
率
上
昇

と
い
っ
た
就
業
構
造
の
変
化
、
賃
金
水

準
が
相
対
的
に
低
い
「
医
療
福
祉
」「
飲

食
サ
ー
ビ
ス
業
等
」
の
雇
用
者
増
な
ど

の
産
業
構
造
の
変
化
が
要
因
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

・
賞
与
・
一
時
金
の
増
加
も
個
人
消
費

を
相
当
程
度
下
支
え
し
て
い
る
。
個
人

消
費
喚
起
の
観
点
か
ら
も
多
様
な
方
法

に
よ
る
賃
金
引
き
上
げ
が
重
要
。

【
連
合
の
闘
争
方
針
へ
の
見
解
】

①
全
て
の
労
働
組
合
に
お
け
る
取
組

・
連
合
は
四
％
程
度
と
の
上
げ
幅
の
要

求
水
準
を
示
し
て
い
る
。

・
し
か
し
、
賃
金
水
準
の
追
求
を
前
面

に
押
し
出
し
な
が
ら
、
上
げ
幅
の
要
求

水
準
を
掲
げ
て
い
る
こ
と
は
主
張
の
一

貫
性
を
欠
く
。

・
ま
た
、
月
例
賃
金
の
引
き
上
げ
に
こ

だ
わ
る
姿
勢
は
、
多
様
な
方
法
に
よ
る

賃
金
引
き
上
げ
の
前
向
き
な
検
討
の
流

れ
と
逆
行
す
る
。

②
中
小
組
合
に
お
け
る
取
り
組
み

・
闘
争
方
針
は
、「
上
げ
幅
」
の
み
な

ら
ず
「
水
準
（
絶
対
額
）」
の
追
求
を

強
化
す
る
と
し
て
い
る
。

・
目
標
水
準
や
到
達
時
期
を
定
め
て
要

求
す
る
の
は
労
働
組
合
で
あ
る
が
、
そ

の
検
討
段
階
に
お
い
て
、
企
業
労
使
で
、

現
実
的
で
達
成
可
能
な
着
地
点
を
模
索

す
る
こ
と
が
有
益
。

・
一
方
、
中
小
組
合
は
「
月
額
一
〇
�五

〇
〇
円
以
上
を
目
安
」
と
し
て
い
る
が
、

中
小
企
業
の
賃
上
げ
の
実
態
と
大
き
く

乖
離
す
る
。

・
マ
ク
ロ
で
見
た
大
手
企
業
と
の
賃
金

格
差
を
基
準
に
要
求
し
て
も
経
営
状
況

の
厳
し
い
中
小
企
業
の
経
営
者
の
理

解
・
納
得
は
得
ら
れ
な
い
。

・
格
差
の
縮
小
は
、
収
益
が
改
善
・
拡

大
し
賃
上
げ
が
行
わ
れ
た
結
果
で
あ
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。

【
経
営
側
の
基
本
ス
タ
ン
ス
】

・
競
争
力
強
化
と
収
益
拡
大
を
図
り
、

賃
金
な
ど
処
遇
を
改
善
。
そ
れ
を
働
き

が
い
、
生
産
性
向
上
に
つ
な
げ
る
「
社

内
の
好
循
環
」
の
実
現
が
必
要
。

・
賃
金
は
「
賃
金
決
定
の
大
原
則
」
に

則
り
、
企
業
が
決
め
る
。

・
自
社
の
状
況
に
見
合
っ
た
年
収
ベ
ー

ス
の
賃
金
引
き
上
げ
方
法
を
検
討
す
る

こ
と
が
基
本
。

・
二
〇
一
八
年
は
、
大
手
中
小
企
業
と

も
二
〇
〇
〇
年
以
降
で
最
も
高
い
引
き

上
げ
額
を
記
録
、
賃
金
引
き
上
げ
の
モ

メ
ン
タ
ム
は
継
続
し
て
い
る
。

・
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
な
ど
継
続
的
な
月
例

賃
金
の
引
き
上
げ
に
は
累
積
効
果
が
あ

る
こ
と
も
重
要
。

・
賃
金
引
き
上
げ
と
総
合
的
な
処
遇
改

善
の
検
討
が
両
輪
。

・
賃
金
引
き
上
げ
で
は
、
定
期
昇
給
な

ど
の
制
度
昇
給
や
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
の
実

施
、
諸
手
当
の
改
定
・
見
直
し
、
賞
与
・

一
時
金
の
増
額
な
ど
多
様
な
選
択
肢
を

検
討
し
て
ほ
し
い
。

・
多
様
で
柔
軟
な
働
き
方
の
実
現
や
、

福
利
厚
生
の
充
実
、
能
力
開
発
・
自
己

啓
発
の
支
援
を
柱
に
、
多
種
多
様
な
方

策
に
よ
る
総
合
的
な
処
遇
改
善
を
検
討

し
て
ほ
し
い
。

平
成
三
〇
年
度
春
季
南
部
地
区
協
議
会

「
春
季
労
使
交
渉
に
臨
む
経
営
側
の
基
本
姿
勢
」

と
「
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
の
た
め
の
脳
の
活
性
化

講
座
」
の
二
テ
ー
マ
で
開
催

講演を行う
加藤 和宏氏

講演を行う
平田 武氏

開会挨拶を行う
牛窪 啓詞議長

― 8 ―



二
月
五
日
㈫
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

ビ
ル
七
階
会
議
室
に
お
い
て
、
平
成
三

〇
年
度
春
季
中
部
地
区
協
議
会
が
開
催

さ
れ
、
十
八
名
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

今
回
の
協
議
会
で
は
、
ま
ず
中
部
地

区
協
議
会

宮
澤

政
信
議
長
（
マ
ル

キ
ユ
ー
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会

長
）
よ
り
開
会
挨
拶
が
行
わ
れ
、
続
い

て
、
経
団
連
事
業
サ
ー
ビ
ス

人
事
賃

金
セ
ン
タ
ー
長

平
田

武
氏
よ
り

「
春
季
労
使
交
渉
・
協
議
に
臨
む
経
営

側
の
基
本
姿
勢
」
と
題
し
講
演
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

（
講
演
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
南
部
地

区
協
議
会
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。）

二
月
七
日
㈭
の
西
部
地
区
協
議
会
は
、

丸
広
百
貨
店
川
越
店
九
階
バ
ン
ケ
ッ
ト

ル
ー
ム
に
て
開
催
さ
れ
、
二
〇
名
の

方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
講
演
一
と
し
て
、
経
団
連
事

業
サ
ー
ビ
ス

人
事
賃
金
セ
ン
タ
ー
長

平
田

武
氏
か
ら
「
春
季
労
使
交
渉
・

協
議
に
臨
む
経
営
側
の
基
本
姿
勢
」
と

題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
講
演
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
南
部
地

区
協
議
会
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。）

続
く
講
演
二
で
は
、
株
式
会
社
河
合

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
代
表
取
締
役

河

合

克
彦
氏
よ
り
、「
人
事
制
度
の
核

と
な
る

役
割
能
力
要
件
表
の
作
り
方

〜
等
級
ご
と
の
『
期
待
さ
れ
る
役
割
』

『
必
要
と
さ
れ
る
知
識
技
能
』
を
明
確

化
す
る
」
と
題
し
て
、
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。

役
割
能
力
要
件
表
は
等
級
・
職
掌
ご

と
に
「
期
待
さ
れ
る
役
割
」「
必
要
と

さ
れ
る
知
識
技
能
」
を
表
示
し
た
も
の

で
す
。

的
確
な
評
価
を
行
う
為
に
は
、
当
該

職
員
に
ど
の
よ
う
な
役
割
が
求
め
ら
れ

て
い
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
能
力
が
必

要
と
さ
れ
て
い
る
の
か
を
明
確
に
示
す

必
要
が
あ
り
、
こ
れ
が
不
十
分
で
あ
る

と
、
的
確
な
評
価
が
で
き
ま
せ
ん
。
社

員
の
能
力
を
開
発
す
る
為
に
も
会
社
は

こ
れ
ら
の
点
を
明
確
に
示
す
必
要
が
あ

り
ま
す
。

講
演
で
は
、
数
多
く
の
会
社
で
役
割

能
力
要
件
表
構
築
指
導
の
経
験
を
持
つ

河
合
氏
か
ら
、
な
ぜ
役
割
能
力
要
件
表

を
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
、
役
割

能
力
要
件
表
を
活
か
す
人
事
制
度
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
役
割
能
力
要
件

表
の
作
り
方
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

二
月
十
九
日
㈫
埼
玉
県
立
熊
谷
図
書

館
に
お
い
て
、
平
成
三
〇
年
度
春
季
北

部
地
区
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
十
二
名

の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
北
部
地
区
協
議
会

橋
元

健
議
長
（
キ
ヤ
ノ
ン
電
子
株
式
会
社
取

締
役
副
社
長
）
よ
り
開
会
挨
拶
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

次
に
、
講
演
一
と
し
て
、
経
団
連
事

業
サ
ー
ビ
ス

人
事
賃
金
セ
ン
タ
ー
長

平
田

武
氏
よ
り
「
春
季
労
使
交
渉
・

協
議
に
臨
む
経
営
側
の
基
本
姿
勢
」
と

題
し
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
講
演
概
要
に
つ
い
て
は
、
南
部
地
区

協
議
会
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。）

続
く
講
演
二
で
は
、
埼
玉
県
立
熊
谷

図
書
館

ビ
ジ
ネ
ス
・
産
業
支
援
担
当

司
書

久
保
田

崇
子
氏
、
司
書

松

下

か
お
る
氏
よ
り
、「
経
営
課
題
解

決
の
た
め
の
情
報
活
用

図
書
館
で
使

え
る
商
圏
分
析
・
企
業
情
報
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
」
と
題
し
て
講
演
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

講
演
二
で
は
、
ま
ず
、
久
保
田
氏
よ

り
、
埼
玉
県
立
熊
谷
図
書
館
の
紹
介
と

ビ
ジ
ネ
ス
支
援
室
の
活
用
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
県
立
熊
谷
図
書
館

で
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
室
を
設
置
し
、

ビ
ジ
ネ
ス
に
役
立
つ
資
料
情
報
の
提
供
、

商
用
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
閲
覧
等
の
サ
ー

ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
県
立
図
書
館

の
保
有
す
る
一
五
三
万
冊
の
蔵
書
、
二

三
種
の
商
用
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
も
と
に

専
門
の
司
書
が
対
応
し
、
利
用
は
無
償

と
の
こ
と
で
し
た
。

続
い
て
、
松
下
氏
よ
り
、
図
書
館
で

使
え
る
商
圏
分
析
・
企
業
情
報
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
に
つ
い
て
紹
介
い
た
だ
き
ま
し

た
。
概
要
の
説
明
の
ほ
か
、
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
を
使
っ
た
実
演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
室
の
見
学
も
併

せ
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

開会挨拶をする
宮澤 政信議長

講演を行う
久保田 崇子氏

開会挨拶を行う
橋元 健議長

平
成
三
〇
年
度
春
季
中
部
地
区
協
議
会

「
春
季
労
使
交
渉
・
協
議
に
臨
む
経
営
側
の
基
本

姿
勢
」
を
テ
ー
マ
に
開
催

平
成
三
〇
年
度
春
季
西
部
地
区
協
議
会

「
春
季
労
使
交
渉
・
協
議
に
臨
む
経
営
側
の
基
本

姿
勢
」
と
「
人
事
制
度
の
核
と
な
る
役
割
能
力
要

件
表
作
り
方
」
の
二
テ
ー
マ
で
開
催

春季西部地区協議会

平
成
三
〇
年
度
春
季
北
部
地
区
協
議
会

「
春
季
労
使
交
渉
・
協
議
に
臨
む
経
営
側
の
基
本
姿
勢
」と「
経

営
課
題
解
決
の
た
め
の
情
報
活
用

図
書
館
で
使
え
る
商
圏

分
析
・
企
業
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
二
テ
ー
マ
で
開
催

講演を行う
松下 かおる氏

講演を行う
河合 克彦氏
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産業界とともに連携・交
流しながら、男女共同参
画、ダイバーシティをキ
ーワードとした社会づく
りを進めたいと願ってお
ります。
学歴・略歴
幅崎 麻紀子
（はばざき まきこ）
埼玉大学大学院文化科学
研究科社会文化論専攻修
士課程修了
北海道大学大学院文学研
究科歴地地域文化学専攻
博士課程 単位取得満期
退学
2009年、山形大学男女共
同参画推進室助教、2012
年筑波大学ダイバーシテ
ィ推進室准教授、2015年
情報・システム研究機構
女性研究者活動支援室特
任准教授、2017年電気通
信大学男女共同参画・ダ
イバーシティ戦略室特任
准教授を経て、2018年よ
り現職

私は、研究機構研究企画推進室に
所属しながら、男女共同参画室・ダイバーシティ推進
オフィスの教員として、「ダイバーシティ研究環境実
現イニシアティブ（特色型）」と「男女共同参画」事
業を進めながら、仕事と子育ての両立をテーマに研究
を進めています。専門は文化人類学です。主に、ネパ
ールをフィールドに、「リプロダクション（子産み・
子育て等）」と家族の変容について、保健政策とロー
カル社会に生きる女性の生活実践の相互作用の視点か
ら分析してきました。
現在、大学には様々な教員がいます。すなわち、教

育と研究のみならず、研究テーマと関わる実践を行う
教員です。私はジェンダー教育、ワークライフバラン
ス教育、男女共同参画の研究とともに、学内のダイバ
ーシティ推進を実践しています。最近では、実務を活
かして「女性の社会参画とポジティブアクションの研
究」及び「学校のダイバーシティ化：日本へ移住する
外国人生徒の支援」にも取り組んでいます。
研究者として、実際に、人々の話に耳を傾け、その

人々と時を過ごしていると、言語化されない情報を得
ることがあります。そんな「発見」をするとワクワク

します。言葉では表現されない「当たり前」の事柄に、
人を理解する重要な要素が含まれています。それを発
見しながら、多様な人々の多様な世界を分析すること
に、研究の魅力を感じます。そして、言語化されない
情報を掴む手法は、ダイバーシティ実践を行う際に、
皆様の多様なニーズを聞き取ることに生かしています。
ダイバーシティ社会づくりにおいては、様々な事情
（子育て中や介護中、日本語が不得手、持病がある等）
を抱えていても、お互いにサポートしあい、皆が持て
る能力を十分に発揮できる環境を整えていくことが肝
要です。これからも教職員が持てる力を発揮できるよ
うに、多様な人の話に耳を傾け、多様な人々を支援し
うるしくみを構築していきます。

・音声認識を利用した機
械への命令
・うるさい環境での音声
通話
・異常音検知
・音声解析によるデータ
収集
学歴・略歴
杉浦 陽介
（すぎうら ようすけ）
2013年大阪大学大学院修
了。
東京理科大学基礎工学部
助教を経て、2015年4月
より現職。
専門は信号処理、音声情
報処理。近年はAI を用
いた雑音除去の研究に専
念。

ここ数年で人工知能（AI）は
急速な発展を遂げました。それに

伴い、AI を操るインターフェイスとして、音声
認識を活用した製品が数多く登場しています。例
えばスマートホンの音声認識機能や家庭用のAI
スピーカ、店頭で見かける対話型アンドロイドロ
ボット、自販機等で使用されるデジタルサイネー
ジなど、様々な場面で活用されています。一方で、
駅構内や車内などのうるさい環境では未だ音声認
識の精度が十分ではありません。そのため、人の
近くにマイクを設置する等の対策が必要となって
います。
このような問題の原因は、音声の多様性にあり
ます。つまり、声の高さや抑
揚、発声する長さなどが人・
時間・場所によって大きく変
動するため、コンピュータが
騒音に埋もれた人の声をうま
く抽出できないのです。
私はこの原因を解決する技
術を開発しています。具体的

には、音声の解析とモデル化を行い、AI で音声
を判別させています。音声認識を使用する環境や
認識したい内容は製品ごとに異なります。したが
って、1つ1つの製品に合わせた学習を行うこと
で、音声の多様性を抑えることができます。そこ
で私は、環境騒音や認識語句を限定して、音声の
抽出に必要な特徴を特定し、製品ごとに処理をチ
ューニングする技術を開発しています。
1つ例を示します。左側の図は会話騒音に埋も
れる音声の特徴を示したものです。会話騒音によ
って音声のもつ声紋（縞模様の特徴）が見えにく
くなっています。これに対し、音声が縞模様で表
現されることを仮定して、AI に学習させた結果

が右側の図になっています。
AI が音声の特徴を適切に把
握できたため、きれいな声紋
を復元することができました。
この技術は音声認識のみなら
ず、音声通話や異常音の検知
等でも活用されています。

埼埼玉玉大大学学研研究究者者ととのの出出会会いいのの広広場場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 常務理事 廣澤 健一 �048‐647‐4100
�048‐641‐0924

シリーズ
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

仕事と子育ての両立とダイバーシティ ～研究から実践へ～
埼玉大学 研究機構 研究企画推進室／男女共同参画室・ダイバーシティ推進オフィス

幅 崎 麻紀子 准教授

AI を活用した騒音環境での音声認識
大学院理工学研究科 数理電子情報部門 情報システム工学領域 杉 浦 陽 介 助教
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あるとき、お土産にもらった手のひらサイズの置物を持ったときに、
「意外に重いなぁ」と感じたことがありました。別の日に、ご飯のお
かずをよそおうと食器を持ったときには、特に「重い」とは思いませ
んでした。後日に置物と食器の重さを計ってみたら、置物は241g、
食器は342gで、「重い」と感じた置物の方が100g程度軽かったので
す。私がおかしいのかと思い、他の人にも尋ねてみたところ、全員が
置物の方が重いと、私と同じように間違って答えてくれました。
興味がわいてきたので、少し系統立てて実験をしてみることにしま
した。まず、重さ（0．2㎏）とかたちは同じで大きさの異なる2つの

サンプル「小①」と「大①」をつくり、どちらが重いか1つずつ持っ
て比べてもらいました。被験者は男性13名、女性6名です。結果を図
1に示します。図より、男性12名、女性5名が小さい「小①」の方を
重いと答え、大きい「大①」を重いと答えた人はいませんでした。つ
ぎに、重さを5．0㎏にして、同様の実験をしてみました。結果を図2
に示します。今度は全員が小さい方を重いと答えました。これらの結
果から、同じ重さであれば、人は小さい方をより重く感じると考えら
れます。これは、少し大げさにいえば、人が感じる重さはものの大き
さによって変わる、ということです。

たぶん、人はものの重さを予想していて、その予想が外れたと
きに「意外に○○」と感じるのだと思います。この予想が当たっ
た方が良い場合もあれば、外れた方が良い場合もあるでしょう。
いずれにしても、これが人の特性なのだと思います。この実験だ
けで多くを語ることは出来ませんが、より使いやすいものの大き
さやかたちを決める際などに、この結果を応用できないかと思っ
ています。

近年、半導体・センシングおよび情報
技術（IT）の進化と伴って、身体に装
着して使用するコンピュータデバイス、

総称「ウェアラブルデバイス」の商品化が著しくに進んでいま
す。スマートウォッチ、スマートグラスなどが例として挙げら
れます。本稿では、本研究室が開発した「視覚障害者のための
ウェアラブルデバイス」を紹介します。
本ウェアラブルデバイス（名称：OTOMO）は、視覚障害者
の転落・衝突事故を未然に防ぐために、段差（線路、階段、穴
等）及び障害物の存在を音のトーンで歩行中の視覚障害者に知
らせる機能を備えたスマートウェアラブルデバイスです。例え
ば、手前に段差があった場合と障害物の場合はそれぞれ、「ピ
～、ピ～、ピ～、…」と「ピッ、ピッ、ピッ、…」の警告音で
知らせます。また、段差または障害物との距離が近いほど音の
ピッチが短くなり、距離感を容易に掴むことができます。さら

に、本デバイスはヘッドフォンのように装着しやすく、警告音
も聞き取りやすいデザインとなっています。
OTOMOは、LiDAR（レーザー距離センサー）と姿勢セン
サー（3軸ジャイロスコープと3軸加速度センサー）及びマイ
コンから構成されています。マイコンは距離センサー及び姿勢
センサーのデータから、地面の
段差や障害物を認識し、適宜に
警告音のトーンを圧電スピーカ
ーで鳴らします。写真は、
OTOMOを装着した様子です。
なお、OTOMOの開発にあ
たって、試着及び評価にご協力
いただいた「公益社団法人埼玉
県視覚障害者福祉協会」の方々
に感謝の意を表します。

「「ももののつつくくりり大大学学」」へへよよううここそそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 常務理事 廣澤 健一 �048‐647‐4100
�048‐641‐0924

連 載
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第999999999999999999999999222222222222222222222222回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

ものの大きさと人が感じる重さ
建設学科 髙 橋 宏 樹 教授

髙橋 宏樹（たかはし ひろき）教授、順天堂大学大学院体育学研究科修了 博士（工学）。同大学体育学部生理学研究室嘱託、
東京工業大学工学部建築学科助手、2002年4月からものつくり大学講師、現在教授。
（連絡先：048‐564‐3867／takahashi@iot.ac.jp）

視覚障害者の転落・衝突防止ウェアラブルデバイス
総合機械学科 ビチャイ サェチャウ 教授

ビチャイ サェチャウ（びちゃい さぇちゃう）教授、King Mongkut’s Institute of Technology North Bangkok 卒、東京工
業大学大学博士課程終了、2001年4月からものつくり大学講師、現在教授。電気学会、計測制御学会所属。
（連絡先：048‐564‐3840／vichai@iot.ac.jp）

図1 重さ0．2㎏で大きさが異なるものの重さ比べの結果 図2 重さ5．0㎏で大きさが異なるものの重さ比べの結果
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二
月
四
日
㈪
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
国

際
会
議
室
に
お
い
て
、
埼
玉
県
出
身
の

実
業
家
、
渋
沢
栄
一
の
精
神
を
受
け
継

ぐ
全
国
の
企
業
経
営
者
に
贈
ら
れ
る

「
第
十
七
回
渋
沢
栄
一
賞
」
の
表
彰
式

が
開
催
さ
れ
、
井
村
屋
グ
ル
ー
プ
株
式

会
社
（
三
重
県
津
市
）
代
表
取
締
役
会

長

浅
田
剛
夫
氏
、
株
式
会
社
特
殊
衣

料
（
北
海
道
札
幌
市
）
代
表
取
締
役
会

長

池
田
啓
子
氏
、
株
式
会
社
バ
ロ
ー

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
岐
阜
県
多
治
見

市
）
代
表
取
締
役
会
長
兼
社
長

田
代

正
美
氏
が
渋
沢
栄
一
賞
を
受
賞
し
た
。

併
せ
て
、
新
た
な
事
業
展
開
や
新
技
術

開
発
で
飛
躍
を
目
指
す
県
内
企
業
に
贈

ら
れ
る
「
第
八
回
渋
沢
栄
一
ビ
ジ
ネ
ス

大
賞
」
の
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
株
式

会
社
テ
ィ
ー
ビ
ー
エ
ム
（
所
沢
市
）
代

表
取
締
役
佐
原
邦
宏
氏
、
株
式
会
社
新

井
製
作
所
（
さ
い
た
ま
市
岩
槻
区
）
代

表
取
締
役

新
井
潔
氏
に
贈
ら
れ
た
。

表
彰
は
、
渋
沢
栄
一
賞
選
考
委
員
長

の
利
根
忠
博
本
会
名
誉
会
長
の
講
評
の

後
、
上
田
清
司
埼
玉
県
知
事
か
ら
表
彰

状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。
そ
し
て

渋
沢
栄
一
記
念
財
団
と
渋
沢
栄
一
の
生

誕
地
深
谷
市
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
た
。

受
賞
理
由
は
次
の
と
お
り
。

○
渋
沢
栄
一
賞

■
浅
田
剛
夫
氏
（
井
村
屋
グ
ル
ー
プ
株

式
会
社
代
表
取
締
役
会
長
）

◇
会
社
概
要

・
菓
子
・
食
品
製
造
業
。
一
八
九
六
年

創
業
、
従
業
員
数
九
二
三
名
。

◇
優
れ
た
経
営

・
社
長
就
任
直
後
よ
り
海
外
事
業
進
出

に
も
注
力
し
て
業
績
を
回
復
さ
せ
、

直
近
で
過
去
最
高
の
経
常
利
益
十
五

億
円
を
計
上
。

・「
肉
ま
ん
・
あ
ん
ま
ん
」
や
「
あ
ず

き
バ
ー
」
は
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
に
育
成
。

・
二
〇
一
〇
年
に
持
株
会
社
制
に
移
行

し
、
二
〇
一
七
年
に
東
証
・
名
証
第

一
部
に
上
場
。

◇
社
会
へ
の
貢
献

・
二
〇
〇
八
年
か
ら
小
学
生
以
下
を
対

象
に
食
育
活
動
を
開
始
。
毎
年
約
二

万
人
が
参
加
。
あ
ず
き
を
育
て
る
な

ど
を
通
し
て
日
本
の
伝
統
食
文
化
を

継
承
。

・
環
境
活
動
強
化
に
て
Ｃ
Ｏ
2
削
減
や
、

森
を
育
て
水
を
守
る
「
ア
ズ
キ
キ
ン

グ
の
森
」
活
動
を
実
施
中
。

■
池
田
啓
子
氏
（
株
式
会
社
特
殊
衣
料

代
表
取
締
役
会
長
）

◇
会
社
概
要

・
リ
ネ
ン
サ
プ
ラ
イ
業
、
福
祉
用
具
企

画
製
造
・
販
売
、
清
掃
。
一
九
七
九

年
創
業
、
従
業
員
数
一
七
六
名
。

◇
優
れ
た
経
営

・
病
院
・
施
設
か
ら
出
る
布
お
む
つ
の

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
者
か
ら
、
リ
ネ
ン

サ
プ
ラ
イ
業
、
福
祉
用
具
・
製
造
業

に
事
業
を
拡
大
。

・
デ
ザ
イ
ン
性
に
優
れ
た
転
倒
保
護
帽

子
「
ア
ボ
ネ
ッ
ト
」
を
開
発
、
年
間

約
一
万
五
千
個
販
売
。

・
障
害
者
法
定
雇
用
率

27
・
2
％
、

障
害
者
平
均
勤
続
年
数
十
五
年
。

◇
社
会
へ
の
貢
献

・
二
〇
〇
四
年
、
障
害
者
の
就
職
を
支

援
す
る
た
め
、「
社
会
福
祉
法
人
と
も

に
福
祉
会
」
を
設
立
し
理
事
長
に
就

任
。
設
立
に
当
た
り
会
社
で
一
億
円
、

個
人
で
こ
れ
ま
で
二
千
万
円
を
寄
付
。

■
田
代
正
美
氏
（
株
式
会
社
バ
ロ
ー
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

代
表
取
締
役
会

長
兼
社
長
）

◇
会
社
概
要

・
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
事
業
等
。
一

九
五
八
年
創
業
、
従
業
員
数
五
�
九

二
一
名
。

◇
優
れ
た
経
営

・
中
部
地
域
を
中
心
に
食
品
ス
ー
パ

ー
・
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
等
八
六
十
店

舗
を
展
開
。

・
製
造
か
ら
流
通
・
販
売
ま
で
担
う「
製

造
小
売
業
」
と
し
て
、
社
長
就
任
時

か
ら
売
上
を
十
倍
、
利
益
を
十
二
倍

に
拡
大
。

・
二
〇
〇
五
年
に
東
証
・
名
証
第
一
部

に
上
場
。

◇
社
会
へ
の
貢
献

・
創
業
者
で
あ
る
義
父
が
設
立
し
た
財

団
法
人
を
通
じ
て
奨
学
金
支
給
な
ど

を
実
施
。
二
〇
一
七
年
度
ま
で
に
累

計
十
億
円
の
拠
出
実
績
が
あ
り
、
業

績
拡
大
に
合
わ
せ
支
出
金
額
を
年
々

拡
大
。

○
渋
沢
栄
一
ビ
ジ
ネ
ス
大
賞

■
株
式
会
社
テ
ィ
ー
ビ
ー
エ
ム

代
表
取
締
役

佐
原
邦
宏
氏

◇
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ピ
リ
ッ
ト
部
門
大
賞

◇
受
賞
内
容

フ
ー
ド
・
グ
リ
ー
ン
発
電
シ
ス
テ
ム

■
株
式
会
社
新
井
製
作
所

代
表
取
締
役

新
井

潔
氏

◇
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
部
門
大
賞

◇
受
賞
内
容

商
用
電
源
直
結
ブ
ラ
シ
レ
ス
モ
ー
タ

ー
ロ
ー
ラ
ー

第
十
七
回
渋
沢
栄
一
賞
、
第
八
回
渋
沢
栄
一
ビ
ジ
ネ
ス
大
賞
表
彰
式
開
催

浅
田
剛
夫
氏
、池
田
啓
子
氏
、田
代
正
美
氏
が
渋
沢
栄
一
賞
を
受
賞

佐
原
邦
宏
氏
、
新
井
潔
氏
が
渋
沢
栄
一
ビ
ジ
ネ
ス
大
賞
を
受
賞

浅田剛夫氏（右） 池田啓子氏（右） 田代正美氏（右） 佐原邦宏氏（右）

講評を述べる
利根忠博本会名誉会長

主催者挨拶をする
上田清司埼玉県知事

新井 潔氏（右）
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平
成
二
八
年
六
月
二
日
に
閣
議
決
定

し
た
「
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ

ン
」
及
び
平
成
二
九
年
三
月
二
八
日
に

働
き
方
改
革
実
現
会
議
で
決
定
さ
れ
た

「
働
き
方
改
革
実
行
計
画
」
に
お
い
て
、

働
き
方
改
革
は
我
が
国
の
成
長
戦
略
と

し
て
重
要
な
課
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
三
十
年
六
月
二
九
日
に
は
「
働
き

方
改
革
関
連
法
」
が
成
立
し
、
平
成
三

一
年
四
月
一
日
か
ら
順
次
施
行
さ
れ
ま

す
。そ

こ
で
働
き
方
改
革
へ
の
取
組
み
の

参
考
と
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
ね
ら
い

と
し
て
、
一
月
二
四
日
㈭
大
宮
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
、
埼

玉
労
働
局
と
本
会
と
の
共
催
で
、
第
四

回
働
き
方
改
革
・
働
き
が
い
向
上
委
員

会
「
働
き
方
改
革
推
進
セ
ミ
ナ
ー
」
を

開
催
し
、
七
〇
名
の
方
々
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
埼
玉
労
働
局
労
働
基
準

部
監
督
課
監
察
監
督
官
の
朝
長
亮
一
郎

氏
か
ら
「
労
働
時
間
法
制
の
見
直
し
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
、
働
き
方
改
革
に

関
す
る
基
本
的
考
え
方
、
時
間
外
労
働

の
上
限
規
制
、
年
五
日
の
年
次
有
給
休

暇
の
確
実
な
取
得
、
埼
玉
県
の
最
低
賃

金
等
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

続
い
て
、
厚
生
労
働
省
雇
用
環
境
・

均
等
局
有
期
・
短
時
間
労
働
課
多
様
な

働
き
方
推
進
室
長
の
吉
村
紀
一
郎
氏
か

ら
「
改
正
後
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期

雇
用
労
働
法
と
同
一
労
働
同
一
賃
金
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、

同
一
企
業
内
の
正
社
員
と
非
正
規
雇
用

労
働
者
と
の
間
の
不
合
理
な
待
遇
差
を

な
く
す
た
め
の
規
定
の
整
備
、
労
働
者

に
対
す
る
待
遇
に
関
す
る
説
明
義
務
の

強
化
、行
政
に
よ
る
事
業
主
へ
の
助
言
・

指
導
等
や
判
例
外
紛
争
解
決
手
続
の
規

定
の
整
備
等
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

埼
玉
県
教
育
委
員
会
主
催
に
よ
る
四

者
面
談
会
が
一
月
二
七
日
㈰
、
熊
谷
文

化
創
造
館
さ
く
ら
め
い
と
で
開
催
さ
れ
、

本
会
推
薦
の
会
員
企
業
経
営
者
五
名

（
別
記
）と
学
校
側
か
ら
十
二
組
、
三
六

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
面
談
会
は

平
成
十
五
年
度
よ
り
実
施
し
て
お
り
今

年
度
で
通
算
十
六
年
目
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
四
者
面
談
会
で
は
高
校
生
が
企

業
経
営
者
か
ら
企
業
や
社
会
が
求
め
る

人
材
像
や
企
業
人
に
な
る
た
め
の
心
構

え
、
学
生
時
代
に
な
す
べ
き
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と

で
自
分
を
見
つ
め
直
し
進
路
選
択
能
力

を
向
上
さ
せ
る
と
共
に
、
生
徒
・
保
護

者
の
職
業
意
識
形
成
を
支
援
し
、
望
ま

し
い
勤
労
観
・
職
業
観
を
育
成
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味

に
お
い
て
参
加
校
は
就
職
希
望
者
の
多

い
専
門
高
校
に
限
ら
ず
県
北
部
を
中
心

と
し
た
普
通
高
校
の
生
徒
も
毎
年
多
数

参
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
の
キ

ャ
リ
ア
教
育
推
進
を
担
う
教
員
に
対
し

て
重
要
な
意
識
改
革
の
場
と
も
な
っ
て

い
ま
す
。

面
談
終
了
後
の
生
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
「
女
性
の
社
会
進
出
に
つ
い
て
幅
広

く
可
能
性
が
あ
る
の
だ
と
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
」「
課
題
を
楽
し
ん
で
解

決
す
る
と
い
う
気
持
ち
が
大
切
だ
と
分

か
り
、
と
て
も
た
め
に
な
り
ま
し
た
」

「
大
学
に
進
学
す
る
中
で
自
分
の
や
り

た
い
こ
と
、
力
を
発
揮
し
た
い
こ
と
を

見
つ
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
」

「
私
は
な
か
な
か
自
信
が
持
て
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
お
話
い
た
だ
い
た
お
か

げ
で
自
信
の
持
ち
方
な
ど
が
学
べ
ま
し

た
」
な
ど
の
感
想
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

企
業
経
営
者
か
ら
進
路
選
択
に
お
け
る

第
四
回
働
き
方
改
革
・
働
き
が
い
向
上
委
員
会

「
働
き
方
改
革
推
進
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催

説明をする
吉村紀一郎氏

説明をする
朝長亮一郎氏

会場の様子

企
業
経
営
者
と
生
徒
・
保
護
者
・

教
員
に
よ
る
四
者
面
談
会
開
催

中込 秀明
富士電子㈱
代表取締役社長

松本 伸一郎
㈱松本商会
代表取締役社長

石塚 巧
キヤノン電子㈱
専務取締役

廣澤 健一
一般社団法人埼玉県
経営者協会常務理事

面談会場の様子

根岸 節子
社会福祉法人隼人会
まきば園理事長

面談の様子
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ダウンロードはこちら

俯
瞰
的
な
立
場
で
、
価
値
観
を
変
え
る

具
体
的
な
示
唆
を
も
ら
え
た
よ
う
で
す
。

保
護
者
か
ら
は
「
将
来
に
つ
い
て
悩

ん
で
い
る
こ
の
時
期
に
、
人
生
の
大
先

輩
か
ら
生
の
お
話
が
聞
け
て
大
変
参
考

に
な
り
励
ま
さ
れ
ま
し
た
」「
仕
事
に

関
し
て
の
心
得
と
人
生
と
し
て
の
生
き

方
を
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
教
え
て
い
た

だ
い
た
と
思
い
ま
す
」
な
ど
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

先
生
方
か
ら
は
「
職
業
を
選
択
し
て

い
く
上
で
、
現
状
ば
か
り
で
な
く
今
後

を
見
据
え
て
い
く
大
切
さ
を
教
え
て
頂

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」「
企

業
が
求
め
る
高
校
像
や
生
徒
に
対
す
る

接
し
方
な
ど
、
今
後
の
進
路
活
動
を
向

上
さ
せ
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
が
頂
け
ま
し

た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
四
者
面
談
会
は
毎
年
参
加

し
た
生
徒
・
保
護
者
・
教
員
か
ら
高
い

評
価
を
得
て
い
ま
す
。

◆
参
加
企
業
経
営
者

（
敬
称
略
）

▽
石
塚

巧

キ
ヤ
ノ
ン
電
子
株
式
会

社

専
務
取
締
役

▽
中
込

秀
明

富
士
電
子
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

▽
松
本

伸
一
郎

株
式
会
社
松
本
商

会

代
表
取
締
役
社
長

▽
根
岸

節
子

社
会
福
祉
法
人
隼
人

会
ま
き
ば
園

理
事
長

▽
廣
澤

健
一

一
般
社
団
法
人
埼
玉

県
経
営
者
協
会

常
務
理
事

第
三
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会
を
県
教
育
委

員
会
と
本
会
の
共
催
で
一
月
二
五
日
㈮

に
県
立
特
別
支
援
学
校
大
宮
ろ
う
学
園

に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

大
宮
ろ
う
学
園
は
、
幼
稚
部
か
ら
小

学
部
、
中
学
部
、
高
等
部
ま
で
一
貫
し

た
聴
覚
障
害
の
専
門
教
育
を
行
っ
て
い

る
学
校
で
一
八
十
名
の
幼
児
児
童
生
徒

が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
視
察
は
卒
業
後
に
就
職
・
進

学
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
高
等

部
を
中
心
に
行
い
ま
し
た
。
高
等
部
に

は
本
科
と
専
攻
科
が
あ
り
、
本
科
は
中

学
部
卒
業
後
「
普
通
科
」「
産
業
工
芸

科
」「
生
活
デ
ザ
イ
ン
科
」
の
い
ず
れ

か
に
入
学
し
て
学
び
ま
す
。
専
攻
科
は

本
科
を
卒
業
し
た
生
徒
が
さ
ら
に
二
年

間
専
門
知
識
や
技
術
を
学
ん
だ
う
え
で
、

就
職
を
目
指
し
ま
す
。
現
在
本
科
に
は

四
十
名
、
専
攻
科
に
は
九
名
の
生
徒
が

在
籍
し
て
お
り
、
近
年
は
本
科
に
お
い

て
も
就
職
を
希
望
す
る
生
徒
が
増
え
て

い
ま
す
。

当
日
は
、
会
員
企
業
七
名
の
方
々
に

ご
参
加
い
た
だ
き
、
前
半
に
「
学
校
概

要
説
明
」「
授
業
・
施
設
見
学
」、
後
半

に
「
進
路
概
要
説
明
」「
採
用
実
績
の

あ
る
企
業
の
方
と
の
意
見
交
換
」「
生

徒
と
の
懇
談
」
を
行
い
ま
し
た
。

前
半
で
は
、
専
攻
科
の
手
話
学
習
の

授
業
お
よ
び
聴
覚
障
害
を
補
う
た
め
に

工
夫
さ
れ
た
施
設
・
設
備
を
見
学
い
た

し
ま
し
た
。
特
に
寄
宿
舎
で
は
通
学
困

難
な
児
童
生
徒
以
外
も
受
け
入
れ
、
自

立
に
向
け
た
教
育
の
場
と
な
っ
て
い
る

と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

後
半
で
は
、

進
路
指
導
主
事

か
ら
進
路
選
択

に
あ
た
っ
て

「
企
業
と
生
徒

の
理
解
を
深
め

る
た
め
積
極
的

に
現
場
実
習
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
現
場

実
習
へ
の
御
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。」
と
の
話
が
あ
り

ま
し
た
。
続
い
て
株
式
会
社

Ｉ
Ｈ
Ｉ
人
事
部
本
社
人
事
グ

ル
ー
プ
小
寺
隆
広
課
長
代
理

か
ら
二
十
年
以
上
に
渡
り
採

用
を
続
け
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ

等
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。
最
後
に
こ
の
春

就
職
が
内
定
し
て
い
る
生
徒

（
本
科
一
名
、
専
攻
科
二

名
）
が
出
席
し
、
就
職
を
決

め
る
ま
で
の
経
緯
等
に
つ
い

て
発
表
し
た
の
ち
質
疑
応
答

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
を
通
し
て
参
加
者

一
同
、
特
別
支
援
教
育
に
関

す
る
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
と
相
談

し
な
が
ら
固
く
考
え
ず
に
障

害
者
雇
用
を
進
め
て
い
く
こ

と
の
重
要
性
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

平
成
三
十
年
度
第
三
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

『
特
別
支
援
教
育
の
現
場
視
察
と
意
見
交
換
会

〜
県
立
特
別
支
援
学
校
大
宮
ろ
う
学
園
』
を
開
催

挨拶する大宮ろう学園
校長 桑原智子氏

天井に設置された信号機
のようなチャイムシステ
ムと電光掲示板

授業の様子

生徒との懇談の様子
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�調査対象 ……………………………550社
有効回答数 …………………………115社
回収率………………………………20．9％

�業種内訳 �内製造業………………53社
�内非製造業……………62社

�資本金別
�5000万円以下………………………53社
�5000万円超～1億円以下…………27社
�1億円超～3億円以下……………9社
�3億円超……………………………26社

企業経営動向調査（2018年度第4回〈1月調査〉）結果
調 査 概 要

企業経営動向調査結果
Ⅰ．景況判断（DI＝「上昇」－「下降」）

�最近の国内景気DI は、18年10月比で
製造業「－8」、非製造業「－20」で
あり、非製造業が大幅に悪化した。

�先行きは、18年10月比で製造業「－10」、
非製造業「－7」であり、いずれも悪
化の見込み。

19年1月

－7

0

－13

－22

－19

－24

18年10月

7

8

7

－13

－9

－17

1．国内景気DI

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の業界景気DI は、18年10月比で
製造業は「＋4」の改善、非製造業は
「－4」の悪化となった。

�先行きは、18年10月比で製造業「－13」、
非製造業「－13」であり、いずれも悪
化の見込み。

19年1月

－7

－4

－10

－31

－29

－32

18年10月

－7

－8

－6

－18

－16

－19

1．業界の景気DI

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の自社業況DI は、18年10月比で
製造業「－16」、非製造業「＋1」で
あり、製造業が大幅に悪化した。

�先行きは、18年10月比で製造業「－22」、
非製造業「－11」であり、いずれも悪
化の見込み。

19年1月

－6

－8

－5

－21

－27

－16

18年10月

0

8

－6

－5

－5

－5

3．自社の業況DI

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）
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Ⅱ－1．経営動向（売上高）
（注）18／10－12月期、19／1－3月期の上段の（ ）内の数値は18年10月調査時の見通し

�18／10－12月期の売上高DI は、7－9月期
比で製造業「＋8」、非製造業「＋26」であ
り、いずれも改善。

�今後の見通しは、19／1－3期は10－12期比
で製造業「－27」、非製造業「－30」であり、
大幅な悪化の見込み。19／4－6期は1－3
期比で製造業「－2」、非製造業「－10」で
あり、悪化が続く見込み。

見 通 し

19／4－6

－11

－8

－13

19／1－3

（－2）
－4

（－9）
－6

（ 3）
－3

実 績

18／10－12

（22）
25

（23）
21

（20）
27

18／7－9

6

13

1

1．売上高DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

�18／10－12月期の経常利益DI は、7－9月
期比で製造業「＋20」、非製造業「＋23」で
あり、いずれも改善。

�今後の見通しは、19／1－3期は10－12期比
で製造業「－38」、非製造業「－8」であり、
製造業が大幅悪化の見込み。19／4－6期は
1－3期比で製造業「＋11」、非製造業「－
26」であり、非製造業が大幅悪化の見込み。

見 通 し

19／4－6

－15

－12

－18

19／1－3

（－7）
－6

（－15）
－23

（－1）
8

実 績

18／10－12

（9）
16

（13）
15

（6）
16

18／7－9

－6

－5

－7

2．経常利益DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

Ⅲ．その他

�最近の製品在庫水準DI は、18年10月
比で製造業「＋8」、非製造業「＋3」
であり、在庫水準が高まった。

�先行きは、18年10月比で製造業「＋7」、
非製造業「－4」であり、製造業の在
庫水準が高まり、非製造業は弱まる見
込み。

19年1月

6

8

5

1

8

－5

18年10月

1

0

2

0

1

－1

1．製品の在庫水準DI
（「過大」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の生産・営業用設備DI は、18年
10月比で製造業「＋5」、非製造業「＋
1」であり、不足感が弱まった。

�先行きは、18年10月比で製造業「＋3」、
非製造業「＋1」であり、引続き不足
感が弱まる見込み。

19年1月

－5

－6

－5

－4

－8

－2

18年10月

－9

－11

－6

－7

－11

－3

2．生産・営業用設備DI
（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）
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�最近の雇用人員DI は、18年10月比で
製造業「＋5」、非製造業「－9」で
あり、高水準の人手不足が続いている。

�先行きは、18年10月比で製造業「＋14」、
非製造業「－11」であり、非製造業に
おいて高水準の人手不足が続く見込み。

19年1月

－40

－32

－48

－44

－28

－57

18年10月

－38

－37

－39

－44

－42

－46

3．雇用人員DI
（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の資金繰りDI は、18年10月比で
製造業「＋5」、非製造業「＋7」と
なった。

�先行きDI は、18年10月比で製造業「＋
4」、非製造業「＋6」であり、資金
繰りに大きな変化はない見込み。

19年1月

16

15

16

14

15

13

18年10月

10

10

9

9

11

7

4．資金繰りDI
（「楽」－「厳しい」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の販売価格DI は、18年10月比で
製造業「＋16」、非製造業「＋4」で
あり、販売価格は上昇傾向にある。

�先行きは、18年10月比で製造業「＋3」、
非製造業「±0」であり、今後も販売
価格の上昇が続く見込み。

19年1月

10

13

7

0

0

0

18年10月

1

－3

3

－1

－3

0

5．販売価格DI
（「上昇」－「下落」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き

�最近の仕入価格DI は、18年10月比で
製造業「－9」、非製造業「＋1」で
あり、仕入価格は上昇傾向にある。

�先行きは、18年10月比で製造業「＋5」、
非製造業「－4」であり、今後も仕入
価格の上昇が続く見込み。

19年1月

30

32

28

32

40

26

18年10月

33

41

27

33

35

30

6．仕入価格DI
（「上昇」－「下落」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
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49人以下
42%

50～99人
19%

100人以上
39%

0～25％
62%

26～50％
23%

51～75％
10%

76～100％
5%

製造業
34%

その他サービス業
16%

建設業
14%

卸売、小売業
11%

医療・福祉
7%

電気・ガス・
熱供給・
水道業　
3%

不動産業　3%
運輸業、郵便業　2%

教育、学習支援業　2%

情報通信業　1%

金融業、保険業　1%

該当なし
6%

特別調査 「働き方改革推進」に係るアンケート結果

1 働き方改革関連法についての対応状況 2 働き方改革の取組を推進する上での課題
3 働き方改革を推進するために効果的と考える取組
4 働き方改革推進期間取組状況 （参考）定年退職者の再雇用の状況

主な項目

埼玉県内のワーク・ライフ・バランス推進宣言企業（＊）、県内経済団体及び会員企業に
対してアンケートを実施した。（＊平成30年7～11月の「働き方改革推進期間」中に「県内一斉ノー残業デ
ー」と年次有給休暇取得の取得促進の取組を実施すると宣言し、その旨公労使会議に応募いただいた企業）
なお、対象によって調査項目が異なっているため、回答数が項目ごとに異なる。

対象及び方法

平成30年12月～平成31年1月実施時期

アンケートの概要

アンケート結果

○規模別内訳（160社＊1）

回答企業の概要について

＊1 ワーク・ライフ・バランス推進宣言企業、
経営者協会、商工会連合会会員企業

○業種別内訳（203社＊2）
＊2 ワーク・ライフ・バランス推進宣言企業、経営者協会、商工会連

合会、中小企業家同友会会員企業

○非正規労働者率（160社＊1）
＊1 ワーク・ライフ・バランス推進宣言企業、

経営者協会、商工会連合会会員企業

―18―



43(28%43(28%)43(28%)

50(34%50(34%)50(34%)

19(12%19(12%)19(12%)

2(1%)

16(10%16(10%)16(10%)

73(45%73(45%)73(45%)

58(36%58(36%)58(36%)

7676(47%)

27(17%27(17%)27(17%)

20(14%20(14%)20(14%)

9(6%)

4(3%)

1515(9%9%)15(9%)

36(23%36(23%)36(23%)

38(24%38(24%)38(24%)

30(19%30(19%)30(19%)

4545(29%29%)45(29%)

16(11%16(11%)16(11%)

30(19%30(19%)30(19%)

1414(9%9%)14(9%)

20(13%20(13%)20(13%)

3636(23%23%)36(23%)

50(31%50(31%)50(31%)

3434(21%21%)34(21%)

23(15%23(15%)23(15%)

16(11%16(11%)16(11%)

61(38%61(38%)61(38%)

56(35%56(35%)56(35%)

53(33%53(33%)53(33%)

13(8%)13(8%)13(8%)

1212(8%8%)12(8%)

11(7%)

17(11%17(11%)

44(30%44(30%)

41(25%41(25%)

84(52%)8484(52%52%)

55(35%55(35%)

2(1%)

2(1%)

9(6%6%)

0 20 40 60 80 100 120 140 160

同一労働同一賃金等、非正規雇用労働者の
公正な待遇の確保

産業医、産業保健機能の強化（50人以上の企業）

勤務間インターバル制度の導入（努力義務）

高度プロフェッショナル制度への対応

フレックスタイム制の見直し（必要に応じて）

労働時間の状況を省令で定める方法により把握
（労働安全衛生法関係）

一定日数の年次有給休暇の確実な取得

時間外労働の上限規制への対応

（社）

おおむね対応済み 対応中 対応の準備中 未対応 その他（対象者なし等）

76(47%)

17(11%)

44(30%)

41(25%)

84(52%)

55(35%)

9(6%)

31

23

19

16

27

27

26

39

25

6

38

35

1

1

1

0

0

0

0 10 20 30 40 50 60 70 80

生産性が低い

男性中心の職場意識

取引先との関係

人手不足、業務過多

幹部・上司の理解不足

長時間労働を当たり前だとする
企業風土

当てはまる どちらともいえない 当てはまらない その他

8

11

28

51

15

10

1 働き方改革関連法についての対応状況
2019年4月から施行となる労働基準法関係の改正については、おおむね対応がなされているが、非正規雇用労働
者の公正な待遇の確保については準備中が最も多い。

1－2 長時間労働の要因
「人手不足、業務過多」、「取引先との関係」が主な原因となっている。
（長時間労働が見られると考えている73社より回答）
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75

67 66
60

54

38
34 32

24 21
18 16 13 11

15

0

10

20

30

40

50

60

70

80

（社） 複数回答

77
73

62

50
45

33
28 27

15

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90
（社） 複数回答

2 働き方改革の取組を推進する上での課題
「人手不足」が最も多いが、「取組の意義や法律についての周知・理解」も課題となっている。

3 働き方改革を推進するために効果的と考える取組
先進事例の情報や助成金の周知、具体的な相談対応を求める意見が多い。

―20―



23％ 11％ 6％ 60％

宣言企業以外の県内一斉ノー残業デー取組状況

全て実施した

各月中の別の日に実施した 一部の月で実施した

一回も実施していない

55社

32社

6社

42社
(76%)

18社
(56%)

5社
(83%)

0

10

20

30

40

50

60

定時退社の取組 休暇取得促進の取組 その他の取組

宣言企業の宣言事項及び取組結果
（複数回答）

17 3 18

0 10 20 30 40 50 60 70

宣言企業の意識の変化

従業員の意識
が変わった

従業員の行動
が変わった

その他の
変化があった

変わらない

27％ 5％ 28％

全て取り組んだ、
おおむね取り組んだ

（社）

宣
言

（ワーク・ライフ・バランス推進宣言企業65社より回答）

2640％

５９％ ４１％

①平成28年～30年に定年退職者を
　再雇用した企業

再雇用した企業 再雇用していない企業

２０％ ７９％ 1％

②再雇用した定年退職者の給与水準
（無回答除く）

おおむね
変化はない

給与水準が
下がった

給与水準が
上がった

（社）

4

19

67

45

0 10 20 30 40 50 60 70 80

その他

個人の事情に配慮

責任の程度に変化があった

業務内容に変化があった

給与水準が変化した理由

11%

19%

27%

25%

18%

再雇用前と比べて給与はどの程度になったか
4～5割

5～6割

6～7割

7～8割

8割以上

4 働き方改革推進期間取組状況

・以前より年次有給休暇が取得しやすい雰囲気になった。
・超過勤務削減に取り組む意識が高まった。
・時短を意識して、業務や会議を効率よく計画的に進めるようになった。
・人手が不足しており、実際に定時退社することは難しい。
・残業代を期待していた労働者から、不満の声が上がった。
・以前から同じ取組を続けているため、目立った効果はみられない。

働き方改革推進期間に
ノー残業デーを実施し
た企業の意見
（自由記入欄より）

（参考）定年退職者の再雇用の状況
①平成28年～30年の間に定年退職
者を再雇用した企業約6割。

②そのうち、再雇用後の給与水準
については、「下がった」が約
8割。その理由としては、「責
任の程度に変化があった」が最
も多かった。

アンケート結果のまとめ
2 働き方改革の取組推進に当たっての課題
〇人手不足
〇社員を採用したいが応募が少ない
〇他社の事例が知りたい
〇生産性を上げる方法が知りたい

3 働き方改革の取組推進に当たり、効果的と考える
取組
〇先進事例の情報提供
〇労務管理についての相談の充実

1 働き方改革関連法への対応状況
・労働基準法関係の改正については、おおむね対
応がなされている。

・非正規雇用労働者の公正な待遇の確保について
は準備中が多い
（ただし施行時期：大 企 業 2020年4月

中小企業 2021年4月）。
※長時間労働の要因
第1位 人手不足・業務過多
第2位 取引先との関係
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埼
玉
県
で
は
「
大
学
生
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
推
進
事
業
」
を
本
会
が
推

進
団
体
と
し
て
実
施
し
、
企
業
と
学

生
が
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
た
め
の
Ｗ
Ｅ

Ｂ
サ
イ
ト
の
運
営
お
よ
び
、
幹
事
大

学
の
埼
玉
大
学
統
合
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
Ｓ
Ｕ
と
連
携
し
て
埼
玉
県
課
題

解
決
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
課
題
解
決
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
は
学
生
の
課
題
解
決
力
お
よ
び

就
業
意
識
を
高
め
、
県
内
企
業
へ
の

理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
県
内
企

業
が
抱
え
る
業
務
運
営
上
の
課
題
の

解
決
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
取
り

組
む
も
の
で
、
学
生
は
大
学
の
支
援

を
受
け
な
が
ら
長
期
（
三
〜
六
か
月

程
度
）
に
渡
り
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
行
い
ま
す
。

今
回
、
課
題
解
決
型
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
企
業
の
う
ち
株

式
会
社
キ
ッ
ト
（
川
口
市
）
と
株
式

会
社
カ
タ
ヤ
マ
（
さ
い
た
ま
市
）
の

二
社
に
て
学
生
に
よ
る
社
内
発
表
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

十
二
月
二
一
日
㈮
に
株
式
会
社
キ

ッ
ト
に
お
い
て
埼
玉
大
学
経
済
学
部

三
年
生
の
鈴
木
脩
斗
さ
ん
が
Ｃ
Ｓ
Ｒ

活
動
に
つ
い
て
発
表
し
、
大
学
で
学

ん
だ
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
の
知
識
を
ベ
ー
ス

に
業
務
体
験
や
調
査
活
動
を
通
し
て

気
づ
い
た
新
し
い
取
組
に
つ
い
て
の

提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
十
二
月
二
五
日
㈫
に
株
式

会
社
カ
タ
ヤ
マ
に
お
い
て
埼
玉
大
学

教
養
学
部
三
年
生
の
類
家
衣
里
さ
ん
、

佐
藤
菜
々
さ
ん
、
経
済
学
部
二
年
生

の
渡
邊
こ
は
る
さ
ん
が
発
表
し
、
建

設
会
社
在
籍
の
女
性
社
員
の
働
き
や

す
い
環
境
を
構
築
す
る
た
め
の
方
策

と
リ
ク
ル
ー
ト
戦
略
に
つ
い
て
の
提

案
が
あ
り
ま
し
た
。

学
生
は
発
表
後
に
、
出
席
さ
れ
た

企
業
・
大
学
関
係
の
方
々
か
ら
ア
ド

バ
イ
ス
や
感
想
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

企
業
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
自
己

成
長
に
つ
な
げ
て
い
ま
し
た
。

本
事
業
は
自
社
の
課
題
解
決
、
大

学
と
の
関
係
づ
く
り
等
の
機
会
と
な

り
ま
す
の
で
、
多
く
の
企
業
の
皆
様

の
御
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

個
人
に
か
か
る
所
得
税
や
住
民
税

の
仕
組
み
と
は
？
福
利
厚
生
で
課
税

に
な
る
も
の
と
な
ら
な
い
も
の
と

は
？
会
社
に
か
か
る
法
人
税
等
を
始

め
と
し
て
、
税
務
の
問
題
は
日
頃
の

人
事
業
務
に
も
密
接
に
関
係
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
と
り
わ
け
複
雑
な

面
が
多
く
、
必
要
な
知
識
を
正
し
く

習
得
す
る
機
会
は
少
な
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
一
月

十
七
日
㈭
、
中
澤
公
認
会
計
士
事
務

所

公
認
会
計
士
・
税
理
士

中
澤

仁
之
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
、「
一

日
で
わ
か
る

人
事
が
知
っ
て
お
き

た
い
『
税
務
の
基
礎
知
識
と
実
務
対

応
』」
と
題
し
て
、
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
、
十
二

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
人
事
実
務
の
要

所
で
求
め
ら
れ
る
税
務
の
基
礎
知
識

と
個
別
事
案
の
対
応
等
に
つ
い
て
、

日
常
業
務
で
接
す
る
事
例
も
交
え
、

説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
ず
、
人
事
が
お
さ
え
て
お
き
た

い
税
務
の
基
礎
知
識
と
し
て
、
法
人

税
、
所
得
税
、
消
費
税
、
住
民
税
、

印
紙
税
、
税
制
改
正
に
関
す
る
留
意

点
等
に
つ
い
て
説
明
い
た
だ
き
ま
し

た
。
続
い
て
、
所
得
税
を
中
心
に
、

役
員
に
関
す
る
税
務
、
給
与
や
賞
与
、

退
職
や
福
利
厚
生
に
関
す
る
税
務
な

ど
、
人
事
担
当
者
が
実
務
上
取
り
扱

う
こ
と
が
多
い
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
説

明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

貴
重
な
人
材
を
長
く
職
場
に
定
着

さ
せ
る
に
は
「
仕
事
と
育
児
」「
仕

事
と
介
護
」
の
両
立
に
不
安
を
持
つ

従
業
員
が
安
心
し
て
継
続
就
業
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

こ
う
し
た
働
き
方
改
革
の
推
進
は
、

従
業
員
の
離
職
防
止
や
安
定
的
な
人

材
確
保
に
繋
が
り
ま
す
が
、
企
業
の

実
情
や
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
制
度
構

築
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
十
二
月
十
三
日
㈭
、
大

宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民

ホ
ー
ル
に
て
、
平
成
三
〇
年
度
第
六

回
特
別
セ
ミ
ナ
ー
「『
仕
事
と
育
児

／
介
護
の
両
立
』
〜
人
材
不
足
の
解

消
に
つ
な
が
る
仕
事
と
育
児
・
介
護

両
立
支
援
セ
ミ
ナ
ー
〜
」
を
開
催
し
、

十
六
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
な
お
、

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
厚
生
労
働
省
の
育

児
・
介
護
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務

局
で
あ
る
株
式
会
社
パ
ソ
ナ
と
本
会

の
共
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
第
一
部
と
し
て
、
中
央
育

児
プ
ラ
ン
ナ
ー

野
澤

夏
子
氏
よ

り
、
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演

で
は
、
中
小
企
業
の
人
材
確
保
に
お

け
る
課
題
や
、
円
滑
な
育
児
休
業
後

の
職
場
復
帰
等
を
支
援
す
る
た
め
の

「
育
休
復
帰
支
援
プ
ラ
ン
」、
両
立

支
援
等
助
成
金
に
つ
い
て
説
明
い
た

だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
第
二
部
と
し
て
、
中
央

介
護
プ
ラ
ン
ナ
ー

菊
地

加
奈
子

氏
よ
り
、
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
介
護
に
関
す
る
中
小
企

業
を
取
り
巻
く
現
状
に
つ
い
て
説
明

い
た
だ
い
た
ほ
か
、
介
護
に
直
面
し

た
従
業
員
を
支
援
す
る
た
め
の
「
介

護
支
援
プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て
、
企
業

の
取
組
事
例
も
紹
介
い
た
だ
き
な
が

ら
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
人
事
担
当
者
の
た
め
の
税
務
セ
ミ
ナ
ー
】

「
一
日
で
わ
か
る

人
事
が
知
っ
て
お
き
た
い『
税

務
の
基
礎
知
識
と
実
務
対
応
』」
を
開
催

課
題
解
決
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
社
内
発
表
会
を
開
催

発表会の様子（株式会社カタヤマ） 発表会の様子（株式会社キット）

講演を行う
中澤 仁之氏

平
成
三
〇
年
度
第
六
回

特
別
セ
ミ
ナ
ー

「『
仕
事
と
育
児
／
介
護
の
両
立
』〜
人
材
不
足
の
解
消
に

つ
な
が
る
仕
事
と
育
児
・
介
護
両
立
支
援
セ
ミ
ナ
ー
〜
」

講演を行う
野澤 夏子氏

講演を行う
菊地 加奈子氏

―22―



ま
た
、
講
演
終
了
後
に
は
、
プ
ラ

ン
ナ
ー
に
よ
る
企
業
ご
と
の
無
料
個

別
相
談
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
労
働
力
不

足
が
深
刻
化
す
る
中
、
多
く
の
企
業

が
「
働
き
方
改
革
」
を
実
行
し
、
労

働
生
産
性
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

し
か
し
、
単
に
新
し
い
勤
務
制
度

や
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
労
働
時
間

の
削
減
目
標
を
設
定
し
た
だ
け
で
は

仕
事
の
効
率
化
は
実
現
困
難
で
す
。

ま
た
、
抽
象
的
な
掛
け
声
だ
け
で
は
、

従
来
か
ら
習
慣
的
に
遂
行
し
て
い
る

仕
事
の
方
法
を
見
直
す
ま
で
に
は
至

ら
な
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

働
き
方
改
革
を
実
現
す
る
に
は
、

社
員
一
人
一
人
が
仕
事
と
仕
事
以
外

の
時
間
を
ど
う
使
う
か
、
自
分
で
考

え
、
自
己
管
理
で
き
る
よ
う
に
な
ら

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
認
識
を
踏
ま
え
て
、

二
月
十
八
日
㈪
、
人
事
・
人
事
制
度

企
画
、
Ｍ
＆
Ａ
、
人
材
育
成
等
豊
富

な
ご
経
験
を
有
す
る
、
一
般
社
団
法

人
経
団
連
事
業
サ
ー
ビ
ス

人
事
賃

金
セ
ン
タ
ー
・
主
任
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

但
田

潔
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え

し
、「
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
実

践
セ
ミ
ナ
ー
〜
『
働
き
方
改
革
』
を

支
え
る
社
員
の
意
識
＆
行
動
変
革
手

法
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ

ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、
十

二
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
タ
イ
ム
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
必
要
性
や
、
タ
ス
ク
管

理
の
方
法
、
緊
急
度
と
重
要
度
に
応

じ
た
優
先
順
位
の
つ
け
方
、
仕
事
の

先
延
ば
し
防
止
法
や
、
仕
事
量
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
方
法
な
ど
に
つ
い
て
説

明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、「
頼

ま
れ
ご
と
が
多
す
ぎ
る
と
き
」
や
、

「
困
っ
た
上
司
に
振
り
回
さ
れ
て
し

ま
う
と
き
」
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
別
の

対
処
法
な
ど
に
つ
い
て
も
説
明
い
た

だ
き
ま
し
た
。

平
成
三
〇
年
度
課
長
力
パ
ワ
ー
ア

ッ
プ
講
座
の
最
終
講
で
あ
る
第
六
講

は
、
十
二
月
二
〇
日
㈭
、
人
事
教
育

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
本
田

有
明
氏

を
講
師
と
し
て
引
き
続
き
お
迎
え
し
、

「
伸
び
る
課
長
の
自
己
啓
発
実
践
法

【
一
〇
選
】」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し

ま
し
た
。

当
日
は
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、

一
二
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

◇
講
演
の
概
要

・
前
回
ま
で
は
、
課
長
の
役
割
に
つ

い
て
講
義
し
て
き
た
。

・
課
長
の
役
割
は
職
場
の
人
材
を
育

て
、
成
果
の
最
大
化
を
図
る
こ
と
に

あ
る
。

・
今
回
は
、
課
長
が
一
個
人
と
し
て

ど
う
自
己
啓
発
を
行
う
か
。

・
自
己
啓
発
の
目
標
は
自
分
自
身
の

社
会
的
価
値
を
高
め
る
こ
と
に
あ
る
。

・
ま
ず
、
健
康
促
進
が
重
要
。

・
現
代
に
お
い
て
、
社
員
の
健
康
は

重
要
な
経
営
資
源
。

・
健
康
管
理
が
で
き
て
い
な
い
企
業

で
は
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
が
多
発
、

離
職
率
が
高
く
な
る
な
ど
負
の
面
が

目
立
つ
。

・
食
事
、
身
体
、
内
面
の
三
つ
に
留

意
し
て
心
身
の
健
康
を
保
っ
て
ほ
し

い
。

・
目
標
設
定
も
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

・
5
Ｗ
2
Ｈ
で
目
標
を
具
体
的
に
設

定
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
取
り
組
み
に
か
け
た
時
間
も
毎
日

「
何
時
間
や
っ
た
」「
や
ら
な
か
っ

た
」
な
ど
メ
モ
し
て
お
く
と
よ
い
。

・
勉
強
会
へ
の
参
加
か
ら
「
週
末
講

師
」
へ
展
開
し
て
い
く
の
も
よ
い
。

・
既
存
の
勉
強
会
に
参
加
し
、
ノ
ウ

ハ
ウ
を
蓄
積
。
最
後
は
自
ら
が
講
師

役
を
務
め
る
こ
と
で
自
分
の
価
値
を

高
め
る
。

・
図
書
な
ど
で
過
去
の
識
者
か
ら
学

ぶ
こ
と
も
有
益
。

・
例
え
ば
、
孔
子
の
「
論
語
」
か
ら

は
現
在
に
も
通
じ
る
人
材
育
成
と
コ

ー
チ
ン
グ
の
原
理
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
。

・
他
に
も
、
渋
沢
栄
一
の
「
論
語
と

算
盤
」
か
ら
は
ビ
ジ
ネ
ス
の
王
道
を

学
ぶ
こ
と
も
で
き
る
。

労
働
時
間
の
規
制
は
、
日
々
の
実

務
の
中
で
も
問
題
と
な
る
こ
と
が
非

常
に
多
い
テ
ー
マ
で
す
。
労
働
時
間

管
理
が
適
切
で
な
か
っ
た
た
め
に
、

労
働
基
準
監
督
署
か
ら
サ
ー
ビ
ス
残

業
の
指
摘
を
受
け
た
り
、
従
業
員
か

ら
残
業
代
の
支
払
請
求
を
受
け
た
り

す
る
ケ
ー
ス
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
労
働
時
間
の
管
理
は
、
割

増
賃
金
だ
け
で
な
く
、
長
時
間
の
労

働
に
よ
る
従
業
員
の
健
康
（
労
災
問

題
）
の
観
点
で
も
重
要
な
意
味
を
持

ち
ま
す
。

会
社
が
こ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
や
リ

ス
ク
を
抱
え
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、

正
し
い
知
識
と
実
務
の
ル
ー
ル
を
知

っ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
認
識
を
踏
ま
え
、
十

二
月
二
一
日
㈮
、
平
成
三
〇
年
度
労

働
問
題
実
務
対
応
講
座
第
七
講
は
、

石
嵜
・
山
中
法
律
事
務
所
パ
ー
ト
ナ

ー
弁
護
士

土
屋

真
也
氏
を
講
師

と
し
て
お
迎
え
し
、「『
労
働
時
間
管

理
の
注
意
点
と
実
務
対
応
』
〜
適
正

な
労
働
時
間
管
理
の
推
進
と
実
務
注

意
点
〜
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
し

た
。当

日
は
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、

十
七
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
義
で
は
、
実
務
的
・
実
践
的
な

内
容
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
、
最
近
の
判

例
等
か
ら
み
た
対
策
や
注
意
点
を
わ

か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
労
働
時
間
の
意
義
や
判
断
要

素
、
法
定
労
働
時
間
や
時
間
外
労
働

な
ど
の
労
働
時
間
制
度
の
基
本
に
つ

い
て
解
説
し
て
い
た
だ
い
た
ほ
か
、

労
働
時
間
の
把
握
方
法
と
ポ
イ
ン
ト
、

長
時
間
労
働
と
労
働
者
の
健
康
問
題

な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
加
え
て
、
時
間
外
労
働
の

上
限
規
制
、
勤
務
時
間
イ
ン
タ
ー
バ

ル
制
度
の
導
入
促
進
、
年
五
日
間
の

年
次
有
給
休
暇
の
取
得
、
労
働
時
間

の
客
観
的
な
把
握
な
ど
、
労
働
時
間

法
制
の
見
直
し
に
つ
い
て
も
解
説
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
実
践
セ
ミ
ナ
ー
〜『
働

き
方
改
革
』
を
支
え
る
社
員
の
意
識
＆
行
動
変
革

手
法
〜
」
を
開
催

講演を行う
但田 潔氏

【
課
長
力
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
講
座
】

第
六
講「
伸
び
る
課
長
の
自
己
啓
発
実
践
法【
一
〇
選
】」講義を行う

本田 有明氏

【
労
働
問
題
実
務
対
応
講
座
】

平
成
三
〇
年
度
労
働
問
題
実
務
対
応
講
座
第
七
講

「『
労
働
時
間
管
理
の
注
意
点
と
実
務
対
応
』〜
適

正
な
労
働
時
間
管
理
の
推
進
と
実
務
注
意
点
〜
」

講義を行う
土屋 真也弁護士
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一
二
月
一
九
日
青
年
経
営
者
部
会
の

創
立
三
〇
年
周
記
念
懇
親
会
を
、
浦
和

ロ
イ
ヤ
ル
パ
イ
ン
ズ
ホ
テ
ル
に
て
開
催

し
、
三
四
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

創
立
三
〇
周
年
を
記
念
し
て
、
設
立

当
時
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
変
遷
を

「
部
会
の
歴
史
」
と
し
て
あ
ら
た
め
て

振
り
返
り
、
ま
た
懇
親
を
深
め
る
機
会

と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
臼
田
部
会
長
、
初
代
部
会
長

藤
池
誠
治
氏
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

◇
第
一
部

当
時
を
振
り
返
っ
て

平
成
元
年
の
創
立
か
ら
現
在
ま
で
の

三
〇
年
間
の
多
彩
な
活
動
を
、
ス
ラ
イ

ド
を
上
映
し
な
が
ら
振
り
返
り
、
そ
の

後
、
ご
参
加
の
歴
代
部
会
長
か
ら
、
当

時
の
回
想
や
今
後
の
活
動
へ
の
期
待
に

関
す
る
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〈
歴
代
部
会
長
コ
メ
ン
ト
概
要
〉

①
初
代
部
会
長

藤
池
誠
治
氏

（
㈱
デ
サ
ン
代
表
取
締
役
会
長
）

「
立
ち
上
げ
る
以
上
�
ど
ん
な
予
定
よ

り
も
必
ず
優
先
し
て
参
加
し
て
も
ら
え

る
会
�
に
し
た
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に

は
活
動
に
魅
力
が
な
け
れ
ば
出
来
な
い
。

�
経
営
者
協
会
�
の
名
前
に
は
価
値
が

あ
り
、
有
名
な
企
業
等
を
数
多
く
訪
問

し
、
様
々
な
話
し
を
聞
く
こ
と
が
で
き

た
。
当
時
の
参
加
メ
ン
バ
ー
の
企
業
規

模
も
大
き
く
な
り
、
経
営
者
と
し
て
も

素
晴
ら
し
い
。
事
業
承
継
す
る
人
に
は

い
い
勉
強
に
な
る
会
な
の
で
、�
い
の

一
番
に
出
席
し
て
も
ら
え
る
魅
力
あ
る

会
�
に
育
て
て
ほ
し
い
。
何
事
も
�
や

れ
ば
で
き
る
�
こ
と
を
伝
え
た
い
。」

②
第
九
代
部
会
長

中
込
秀
明
氏

（
富
士
電
子
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）

「
サ
ム
ス
ン
電
子
や
ト
ヨ
タ
自
動
車

等
も
の
づ
く
り
の
現
場
を
視
察
し
た
こ

と
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
。部
会
は『
若

手
の
経
営
者
だ
け
の
会
』
で
、
他
で
は

中
々
話
せ
な
い
こ
と
も
話
せ
る
素
晴
ら

し
い
会
だ
と
思
う
。
色
々
な
体
験
を
す

る
中
で
、
自
身
の
企
業
経
営
と
は
別
に

前
向
き
に
勉
強
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
良
い
環
境
が
あ
る
」

③
第
一
〇
代
部
会
長

古
川
元
一
氏

（
川
口
土
木
建
築
工
業
㈱
代
表
取
締

役
社
長
）

「
部
会
長
に
就
任
し
た
年
に
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
が
起
き
、
会
社
も
大
変
な

中
で
の
活
動
だ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
経

済
状
況
も
あ
り
、
部
会
の
存
続
の
た
め

に
規
約
を
変
更
（
代
表
権
の
あ
る
者
に

加
え
事
業
承
継
予
定
者
の
入
会
も
認
め

る
）
し
た
こ
と
等
が
印
象
に
残
っ
て
い

る
。
部
会
は
『
異
業
種
の
代
表
者
の
集

ま
り
』
で
、
懇
親
の
場
な
ど
で
も
自
分

と
違
う
業
種
の
『
生
の
話
』
を
た
く
さ

ん
聞
く
こ
と
が
で
き
る
素
晴
ら
し
い
環

境
な
の
で
、
多
い
に
活
用
し
て
ほ
し

い
」

④
第
一
一
代
部
会
長

松
本
伸
一
郎
氏

（
㈱
松
本
商
会
代
表
取
締
役
社
長
）

「
私
の
代
で
東
日
本
大
震
災
が
起
き
、

計
画
停
電
等
の
影
響
も
大
き
く
、
部
会

も
活
動
ど
こ
ろ
で
は
な
い
の
で
は
、
と

弱
気
に
な
っ
た
時
も
あ
っ
た
。
だ
が
、

当
時
の
経
営
者
協
会
原
会
長
か
ら
『
こ

ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
み
ん
な
で
力
を

合
わ
せ
て
や
り
続
け
る
こ
と
が
大
切
』

と
励
ま
さ
れ
、
活
動
を
続
け
た
。
当
時

は
集
ま
っ
て
お
互
い
に
色
々
な
話
を
し
、

結
果
的
に
メ
ン
バ
ー
が
生
き
生
き
と
し

た
表
情
で
帰
っ
て
い
く
姿
を
見
て
、
続

け
て
よ
か
っ
た
と
実
感
し
た
。
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
と
震
災
等
で
大
変

な
環
境
だ
っ
た
が
、
そ
の
時
の
経
験
が

『
経
営
に
対
す
る
考
え
方
』
や
『
自
分

の
内
な
る
力
の
発
揮
の
仕
方
』
等
に
役

立
っ
て
い
る
と
つ
く
づ
く
感
じ
る
」

⑤
第
一
三
代
部
会
長

藤
池
一
誠
氏

（
㈱
デ
サ
ン
代
表
取
締
役
社
長
）

「
埼
玉
主
催
の
全
国
大
会
が
思
い
出

深
い
。
先
代
の
川
本
部
会
長
（
㈱
サ
イ

青
年
経
営
者
部
会

創
立
三
〇
周
年
記
念
懇
親
会
開
催

「
青
年
経
営
者
部
会
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
今
後

を
語
る
」
開
催

挨拶をする現部会長
臼田和弘氏

初代部会長
藤池誠治氏

第9代部会長
中込秀明氏

第11代部会長
松本伸一郎氏

第10代部会長
古川元一氏

第13代部会長
藤池一誠氏

第14代部会長
栗原志功氏

当時を振り返って（スライド抜粋）

第1部 当時を振り返って
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サ
ン
代
表
取
締
役
社
長
）
が
2
年
間
か

け
て
構
築
し
た
も
の
を
引
継
い
で
開
催

し
た
。『
結
果
を
出
す
』『
や
る
時
は
や

る
し
か
な
い
』
と
い
う
こ
と
が
経
営
者

と
し
て
も
学
び
に
な
っ
た
」

⑥
第
一
四
代
部
会
長

栗
原
志
功
氏

（
㈱
あ
な
た
の
幸
せ
が
私
の
幸
せ
代
表

取
締
役
社
長
）

「
若
者
か
ら
尖
っ
た
ア
イ
デ
ア
を
募

集
し
た
『
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
』
が

特
に
印
象
深
い
。
優
れ
た
ア
イ
デ
ア
も

出
て
我
々
も
い
い
刺
激
を
も
ら
っ
た
。

メ
ン
バ
ー
一
丸
と
な
っ
て
総
力
戦
で

様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
た
」

◇
第
二
部

懇
親
会

冒
頭
、
乾
杯
挨
拶
と
し
て
埼
玉
県
経

営
者
協
会
会
長
の
上
條
正
仁
氏
に
ご
挨

拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
バ
ブ
ル
絶
頂
時
に
会
が
立
ち
上
が

り
『
足
元
を
固
め
る
』『
お
互
い
勉
強

し
会
う
』
と
い
う
形
式
で
活
動
を
続
け

ら
れ
た
こ
と
が
素
晴
ら
し
い
。『
業
績

の
良
い
時
に
、
他
の
人
が
言
う
こ
と
を

聞
く
こ
と
が
で
き
る
経
営
者
は
素
晴
ら

し
い
経
営
者
』
だ
と
思
う
。
そ
の
後
、

経
営
の
志
が
歴
代
部
会
長
に
引
き
継
が

れ
三
〇
年
続
い
て
い
る
こ
と
に
敬
意
を

表
し
た
い
。
こ
の
志
を
絶
や
す
こ
と
な

く
、
志
あ
る
若
手
経
営
者
の
仲
間
を
増

や
し
、
地
域
経
済
の
発
展
に
繋
げ
て
い

た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と

い
っ
た
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
の
懇
談
で
は
、
ご
出
席
の
特

別
会
員
・
現
役
部
会
員
、
新
部
会
員
の

方
の
ご
紹
介
を
交
え
な
が
ら
、
時
に
昔

話
に
花
が
咲
き
つ
つ
賑
や
か
に
懇
親
を

深
め
ま
し
た
。

中
締
め
と
し
て
、
創
立
当
初
か
ら
の

メ
ン
バ
ー
で
あ
ら
れ
る
、
㈱
愛
工
舎
製

作
所
代
表
取
締
役
会
長
の
牛
窪
啓
詞
氏

か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
あ
ら
た
め
て
振
り
返
る
と
、
三
〇

年
あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
。
平
成
も
終

わ
る
が
、
来
年
は
熊
谷
で
ラ
グ
ビ
ー
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
る
。『A

ll
for
one,One

for
all

（
全
員
は
一
人

の
た
め
に
、一
人
は
全
員
の
た
め
に
）』

と
い
う
ラ
グ
ビ
ー
の
精
神
は
会
社
で
も

こ
の
部
会
の
よ
う
な
組
織
に
も
通
じ
る
。

そ
の
よ
う
な
意
識
を
大
切
に
し
て
い
き

た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

部
会
の
成
り
立
ち
を
知
り
、
受
け
継

が
れ
て
き
た『
経
営
者
と
し
て
の
志
』を

あ
ら
た
め
て
感
じ
る
機
会
、ま
た
、様
々

な
年
代
の
メ
ン
バ
ー
で
大
い
に
懇
親
を

深
め
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

二
月
一
日
青
年
経
営
者
部
会
の
創
立

三
〇
年
周
記
念
新
春
特
別
講
演
会
を
、

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
に
て
開
催
し
、
四

五
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
、
来
賓
挨
拶
と
し
て
母
体
組
織

で
も
あ
る
埼
玉
県
経
営
者
協
会
会
長
の

上
條
正
仁
氏
に
ご
登
壇
い
た
だ
き
、
ご

挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
講
演
会
概
要

自
動
車
業
界
は
今
、
一
〇
〇
年
に
一

度
の
大
変
革
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。「
Ｃ

Ａ
Ｓ
Ｅ
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
さ
れ
る

よ
う
に
、「Connected

（
接
続
性
）」

「A
utonom

ous

（
自
動
運
転
）」「Shar-

ing

（
共
有
）」「Electricity

（
電
動

化
）」
が
実
現
し
、
旧
来
の
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
㈱
デ
ン
ソ
ー

（
日
本
の
自
動
車
業
界
を
代
表
す
る
メ

ガ
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
）
は
、
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
に

対
応
し
た
新
た
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
サ
ー

ビ
ス
を
つ
く
る
基
盤
と
し
て
「
Ｍ
ａ
ａ

Ｓ（M
obility

as
a
Service

）」
の
開

発
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
事

業
を
加
速
さ
せ
る
た
め
、
新
た
な
イ
ノ

創立メンバー
牛窪啓詞氏

青
年
経
営
者
部
会

創
立
三
〇
周
年
記
念
新
春
特
別
講
演
会
開
催

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
�
チ
ー
ム
づ
く
り
�
か
ら
始

ま
る
〜
㈱
デ
ン
ソ
ー
の
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
〜
」

㈱
デ
ン
ソ
ー
デ
ジ
タ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
室
長

成
迫
剛
志
氏
講
演
会
を
開
催

第2部 懇親会

総勢34名での記念写真

講師 成迫剛志氏

来賓挨拶
埼玉県経営者協会
上條会長

母体である経営者協会からも多くの方が参加した

ご来賓
埼玉県経営者協会会長

上條正仁氏
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ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
組
織
と
し
て
、

平
成
二
九
年
に
「
デ
ジ
タ
ル
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
室
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
室
長
と
し
て
こ
の
新
た

な
取
組
み
を
牽
引
す
る
成
迫
氏
か
ら
、

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
造
ろ
う
と
、
シ

リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企

業
の
や
り
方
を
真
似
し
て
み
て
、
こ
こ

ま
で
は
う
ま
く
い
っ
て
い
る
と
い
う
途

中
経
過
の
お
話
」
を
テ
ー
マ
に
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
る
た
め
の
仕
組
み
や

今
大
注
目
の「
デ
ザ
イ
ン
思
考
」や「
ア

ジ
ャ
イ
ル
開
発
」
に
つ
い
て
興
味
深
く

お
話
し
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

・
世
の
中
の
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
は
、
思

っ
て
い
る
よ
り
も
速
く
、
あ
る
時
ジ
ャ

ン
プ
す
る
よ
う
に
変
化
す
る
。

・
変
化
に
対
し
て
早
く
対
応
す
る
に
は

と
に
か
く
「
や
っ
て
み
る
こ
と
」。「
や

る
↓
失
敗
す
る
↓
改
善
を
す
る
」
を
繰

り
返
す
。
新
し
い
こ
と
を
生
み
出
さ
な

い
限
り
、
何
も
当
た
ら
な
い
。
そ
の
際

に
、
取
り
組
む
「
方
向
」
を
間
違
え
な

い
こ
と
が
大
切
。

・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
顧
客
視
点

や
事
業
者
視
点
で
の
「
延
長
線
上
」
で

は
な
く
ユ
ー
ザ
ー
が
本
当
に
欲
し
い
も

の
を
紐
解
い
て
考
え
る

（
全
く
違
う
軸
か
ら
新

し
く
考
え
る
）
こ
と
。

※
デ
ザ
イ
ン
思
考

・
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
に

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業

が
多
い
理
由
は
「
考
え

つ
い
た
ら
と
に
か
く

『
早
く
・
安
く
』
作
り
、

作
り
な
が
ら
考
え
、
作

り
な
が
ら
ユ
ー
ザ
ー
に

見
せ
て
意
見
を
聞
い
て

し
ま
う
」
か
ら
。
※
ア

ジ
ャ
イ
ル
開
発

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

生
み
出
す
た
め
の
取
組

み
に
関
し
て
、
じ
っ
く

り
と
お
話
し
を
伺
う
大

変
貴
重
な
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

◇
懇
親
会

懇
親
会
で
は
、
第
五
代
部
会
長
の

吉
野
電
化
工
業
㈱
代
表
取
締
役
社
長

吉
野
寛
治
氏
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
後
の
懇
談
で
は
、
吉

野
寛
治
氏
、
並
び
に
今
年
度
新
た
に

入
会
い
た
だ
い
た
㈱
吉
田
工
務
店
代

表
取
締
役
の
吉
田
浩
士
氏
か
ら
近
況
報

告
を
お
う
か
が
い
し
ま
し
た
。
参
加
さ

れ
た
経
営
者
協
会
会
員
の
皆
様
と
青
年

部
メ
ン
バ
ー
と
で
懇
親
を
深
め
る
貴
重

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

心
身
の
情
報
は
要
配
慮
個
人
情
報

労
働
安
全
衛
生
法
で
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
対
策
を
は
じ
め
、
事
業
者
に
、
労
働
者
の

身
心
の
健
康
管
理
義
務
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

事
業
者
が
こ
れ
ら
の
義
務
を
果
た
め
に
は
、

労
働
者
の
身
心
の
健
康
情
報
を
把
握
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
労
働
者
の
心
身
の
情
報
は
、

心
と
体
と
い
う
個
人
の
内
面
に
関
わ
る
情
報

で
あ
る
た
め
、「
要
配
慮
個
人
情
報
」（
個
人

情
報
保
護
法
第
二
条
第
三
項
。
本
人
の
人
種
、

信
条
、
社
会
的
身
分
、
病

歴
、
犯
罪
の
経
歴
な
ど
本

人
に
対
す
る
不
当
な
差
別
、

偏
見
そ
の
他
の
不
利
益
が

生
じ
な
い
よ
う
に
そ
の
取

扱
い
に
特
に
配
慮
を
要
す

る
も
の
）
と
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
取
得
は
個
人
の
同
意

を
要
す
る
。

事
業
者
と
し
て
労
働
者
に
対
す
る
心
身
の

健
康
管
理
を
行
う
た
め
に
は
、
労
働
者
の
要

配
慮
個
人
情
報
で
あ
っ
て
も
取
得
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
安
衛
法
令
に

は
、
そ
の
取
得
や
管
理
に
関
す
る
定
め
が
な

か
っ
た
。

改
正
安
衛
法
に
よ
る
心
身
の
個
人
情
報
の
取

得
今
回
の
働
き
方
改
革
推
進
関
係
法
の
中
で
、

労
働
者
に
対
す
る
健
康
管
理
の
充
実
が
図
ら

れ
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
改
正
安
衛
法
に

お
い
て
「
心
身
の
健
康
状
態
に
関
す
る
情
報

の
取
扱
い
」
規
定
が
新
設
さ
れ
、
同
法
第
一

〇
四
条
に
お
い
て
「
事
業
者
は
、
こ
の
法
律

又
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
の
よ
る
措

置
の
実
施
に
関
し
、
労
働
者
の
心
身
の
状
態

に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
、
保
管
し
、
又
は

使
用
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
労
働
者
の
健
康

の
確
保
に
必
要
な
範
囲
内
で
労
働
者
の
心
身

の
状
態
に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
、
並
び
に

当
該
集
収
の
目
的
の
範
囲
内
で
こ
れ
を
保
管

し
、
及
び
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

と
し
て
、
労
働
者
の
心
身
の
状
態
に
関
す
る

個
人
情
報
の
取
得
に
つ
い
て
「
法
令
」
を
も

っ
て
定
め
た
。

個
人
情
報
保
護
法
で
は
、
あ
ら
か
じ
め
本

人
の
同
意
を
得
な
い
で
、
要
配
慮
個
人
情
報

を
取
得
で
き
る
例
外
事
由
と
し
て
「
法
令
に

基
づ
く
場
合
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
（
同
法

第
一
七
条
第
二
項
）。
そ
こ
で
安
衛
法
と
い

う
「
法
令
に
定
め
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
法
律

に
よ
る
除
外
事
由
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
る

の
で
、
事
業
者
は
、
本
人
の
同
意
な
く
法
令

の
範
囲
内
で
要
配
慮
個
人
情
報
を
取
得
す
る

こ
と
が
許
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

個
人
情
報
の
適
正
取
扱
い
規
程
の
制
定
を

し
か
し
、
そ
う
と
は
い
え
要
配
慮
個
人
情

報
で
あ
る
か
ら
、
関
係
法
令
に
則
っ
た
上
で
、

心
身
の
状
態
の
個
人
情
報
が
適
切
に
取
り
扱

わ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
新
た
に
「
労
働
者
の
心
身
の
状

態
に
関
す
る
情
報
の
適
正
な
取
扱
い
の
た
め

に
事
業
者
が
講
ず
べ
き
措
置
に
関
す
る
指

針
」（
平
三
〇
・
九
・
七

厚
労
省
公
示
第

一
号
）
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
労
働
者

の
個
人
情
報
を
保
護
す
る
観
点
か
ら
、
適
正

に
取
り
扱
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
た
め
、「
事

業
者
が
、
当
該
事
業
場
に
お
け
る
心
身
の
状

態
の
情
報
の
適
正
な
取
扱
い
の
た
め
の
規
程

を
策
定
す
る
こ
と
に
よ
る
当
該
取
扱
い
の
明

確
化
が
必
要
で
あ
る
。」
こ
と
を
示
し
た
。

そ
し
て
、「
本
指
針
に
示
す
原
則
を
踏
ま
え

て
、
事
業
場
ご
と
に
衛
生
委
員
会
又
は
安
全

衛
生
委
員
会
を
活
用
し
て
労
使
関
与
の
下
で
、

そ
の
内
容
を
検
討
し
て
定
め
、
そ
の
運
用
を

図
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
た
。

心
身
の
健
康
情
報
と
改
正

安
衛
法弁

護
士

安
西

�

講演風景

懇親会挨拶
第5代部会長 吉野電化
工業㈱代表取締役社長

吉野寛治氏

デンソーの新しい取組み
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オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型

技
能
講
習
の
お
知
ら
せ

彩
の
国
卓
越
技
能
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

制
度
を
御
活
用
く
だ
さ
い

平
成
31
年
度
前
期
技
能
検
定

試
験
実
施
の
お
知
ら
せ

県
内
中
小
企
業
若
手
社
員

（
入
社
2
〜
3
年
目
）

合
同
研
修
会
を
開
催
し
ま
す

子
育
て
・
介
護
・
病
気
治
療

と
仕
事
の
両
立
支
援
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
派
遣
し
ま
す

県
で
は
、
中
小
企
業
等
を
対
象
に
、
社

員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
オ
ー
ダ
ー

メ
イ
ド
型
技
能
講
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

新
入
社
員
教
育
、
各
種
検
定
受
検
対
策
、

ベ
テ
ラ
ン
社
員
の
さ
ら
な
る
技
能
向
上
な

ど
に
是
非
御
活
用
く
だ
さ
い
。

�
講
習
分
野

機
械
操
作
、
溶
接
、
Ｃ
Ａ

Ｄ
、
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
、
介
護
ス
キ
ル
、
業

務
改
善
な
ど
様
々
な
分
野
の
講
習
が
可

能
で
す
。
ま
ず
は
お
気
軽
に
御
相
談
く

だ
さ
い
。

�
定
員

3
人
以
上
（
最
大
人
数
は
講
習

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。）

�
実
施
場
所

県
立
高
等
技
術
専
門
校
・

職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

（
企
業
等
へ
講
師
を
派
遣
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。）

�
講
習
時
間
等

1
講
習
当
た
り
12
〜
30

時
間
（
年
間
20
日
間
ま
で
）

企
業
の
要
望
に
応
じ
た
実
施
日
や
時
間

の
設
定
が
可
能
で
す
。

�
受
講
料

1
人
当
た
り
2
�
0
0
0
円

〜
（
講
習
時
間
等
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

テ
キ
ス
ト
代
は
別
途
負
担
。
ま
た
、
企

業
等
で
講
習
を
実
施
す
る
場
合
は
、
機

材
・
材
料
な
ど
を
御
用
意
い
た
だ
き
ま

す
。）

�
問
い
合
わ
せ
先

県
産
業
人
材
育
成
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
5
9
8
）

県
で
は
次
代
の
担
い
手
と
な
る
若
年
技

能
者
の
育
成
支
援
の
た
め
、
現
代
の
名
工

（
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
）
受
賞
者
を
事
業

所
な
ど
に
派
遣
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。

・
一
つ
の
道
を
極
め
た
方
の
体
験
談
を
聞

き
た
い

・
も
の
づ
く
り
の
コ
ツ
な
ど
の
話
を
聞
き

た
い

・
技
能
競
技
大
会
出
場
に
向
け
て
ア
ド
バ

イ
ス
が
ほ
し
い

・
も
の
づ
く
り
体
験
教
室
に
教
え
に
来
て

ほ
し
い

な
ど

実
施
内
容
は
講
話
が
基
本
と
な
り
ま
す

が
、
技
術
指
導
等
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

派
遣
費
用
は
無
料
で
す
。
材
料
を
必
要

と
す
る
指
導
等
を
御
希
望
の
際
は
、
材
料

費
等
を
御
負
担
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
。ま

ず
は
御
相
談
く
だ
さ
い
。

�
問
い
合
わ
せ
先

県
産
業
人
材
育
成
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
6
0
2
）

技
能
検
定
は
様
々
な
職
種
で
働
く
人
の

技
能
を
評
価
す
る
国
家
検
定
制
度
で
、
企

業
や
学
校
で
長
年
に
わ
た
り
技
能
の
向
上

に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

埼
玉
県
で
は
、
建
築
大
工
や
機
械
検
査

な
ど
約
40
職
種
の
検
定
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
是
非
と
も
御
活
用
く
だ
さ
い
。

受
検
す
る
た
め
に
は
、
等
級
ご
と
に
定

め
ら
れ
た
受
検
資
格
が
必
要
で
す
。
受
検

申
請
に
関
す
る
詳
細
は
、
県
内
各
所
で
配

布
す
る
受
検
案
内
を
御
確
認
く
だ
さ
い
。

�
試
験
日
程

平
成
31
年
6
月
〜
9
月

（
検
定
職
種
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。）

�
受
検
案
内
・
受
検
申
請
書
配
布
場
所

県
職
業
能
力
開
発
協
会
（
さ
い
た
ま
市

浦
和
区
北
浦
和
5
―
6
―
5

埼
玉
県

浦
和
合
同
庁
舎
5
階
）
他

�
受
検
申
請
方
法

4
月
3
日
㈬
〜
16
日

㈫
に
受
検
申
請
書
を
同
協
会
へ
提
出

�
受
検
手
数
料
（
各
等
級
・
職
種
共
通
）

学
科
試
験
の
み
受
検
�

3
�
1
0
0
円

実
技
試
験
の
み
受
検
�
1
7
�
9
0
0
円

実
技
と
学
科
の
両
方
�
2
1
�
0
0
0
円

※
平
成
31
年
4
月
1
日
現
在
、
35
歳
未
満

の
2
級
又
は
3
級
実
技
試
験
受
検
者
は
、

受
検
手
数
料
を
9
�
0
0
0
円
減
額
し

ま
す
。

�
問
い
合
わ
せ
先

・
受
検
申
請
・
実
施
職
種
に
つ
い
て

県
職
業
能
力
開
発
協
会

（
0
4
8
―
8
2
9
―
2
8
0
2
）

http
://w

w
w.saitam

a-vada.or.jp/

・
技
能
検
定
制
度
全
般
に
つ
い
て

県
産
業
人
材
育
成
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
6
0
2
）

https://w
w
w.pref.saitam

a.lg.jp/
a0811/kentei/index.htm

l
県
で
は
、
現
在
の
新
入
社
員
合
同
研
修

会
に
加
え
、
来
年
度
か
ら
は
新
た
に
入
社

2
〜
3
年
目
の
若
手
社
員
を
対
象
と
し
た

合
同
研
修
会
を
実
施
し
ま
す
。
本
研
修
会

は
社
会
人
と
し
て
の
基
礎
を
確
立
さ
せ
、

企
業
の
こ
れ
か
ら
を
担
う
若
手
社
員
の
育

成
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

若
手
社
員
の
教
育
・
研
修
を
お
考
え
の

方
や
、
異
業
種
交
流
に
御
興
味
の
あ
る
事

業
者
の
方
な
ど
、
是
非
御
活
用
く
だ
さ
い
。

【
合
同
研
修
会
の
概
要
】

①
日
時

9
月
（
各
会
場
1
日
）

②
会
場

県
内
6
地
域
（
秩
父
、
熊
谷
、

春
日
部
、
川
越
、
さ
い
た
ま
、
川
口
）

③
定
員
（
申
込
み
順
）

3
0
0
名

④
参
加
費

無
料

⑤
内
容

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
向
上

・
課
題
解
決

・
業
務
改
善

等
（
予
定
）

※
日
程
等
詳
細
に
つ
い
て
は
決
定
次
第
県

Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
ま
す
。

https://w
w
w.pref.saitam

a.lg.jp/
a0809/rodo/goudou.htm

l

�
問
い
合
わ
せ
先

雇
用
労
働
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
5
1
8
）

埼
玉
県
で
は
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る

た
め
、
県
内
の
企
業
で
働
く
社
員
の
皆
様

が
仕
事
と
生
活
の
両
立
に
悩
ん
だ
時
、
離

職
せ
ず
に
仕
事
を
継
続
し
て
い
く
た
め
の

支
援
を
す
る
企
業
の
取
組
を
後
押
し
し
て

い
ま
す
。

社
会
保
険
労
務
士
の
資
格
を
持
つ
相
談

員
が
埼
玉
県
内
の
企
業
に
出
向
き
、
職
場

環
境
を
整
備
す
る
上
で
の
ア
ド
バ
イ
ス
や

社
員
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、「
仕
事
と
生
活
の
両
立
支
援
相
談

窓
口
」を
設
置
し
、電
話
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
御
相
談
を
受
け
付
け
、
法
令
上
の
支

援
制
度
や
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
窓
口

な
ど
、様
々
な
御
相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

介
護
や
子
育
て
、
病
気
治
療
な
ど
と
仕

事
の
両
立
に
悩
む
社
員
を
抱
え
る
企
業
の

人
事
担
当
の
方
は
、
是
非
御
利
用
く
だ
さ

い
。

【
両
立
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
】

�
対
象

子
育
て
、
介
護
、
病
気
治
療
と

仕
事
の
両
立
を
目
指
す
埼
玉
県
内
企
業

及
び
そ
の
社
員

�
費
用

無
料

�
派
遣
日
時

毎
週
火
曜
日

10
�
00
〜

16
�
00
（
※
曜
日
・
時
間
は
応
相
談
）

【
仕
事
と
生
活
の
両
立
支
援
相
談
窓
口
】

�
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

0
4
8
―
8
3
0
―
4
5
1
5

�
受
付
日
時

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

9
�
00
〜
16
�
30

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
24
時
間
、
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
、
詳
細
は
次
の
サ
イ
ト
を
御

覧
く
だ
さ
い
。

https://www.pref.saitam
a.lg.jp/a

0809/rodo/seikatsu-ryouritsu/ind
ex.htm

l

�
問
い
合
わ
せ
先

雇
用
労
働
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
5
1
7
）

埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼
玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉
県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

コバトン
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告

知

版

二
月
一
日
〜
三
月
一
四
日

◆
二
・
一

春
季
南
部
地
区
協
議
会

（
川
口
リ
リ
ア
）

◆
二
・
五

春
季
中
部
地
区
協
議
会

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
二
・
六

キ
ャ
リ
ア
教
育
実
践
ア
ワ

ー
ド
表
彰
式（
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
）

◆
二
・
七

春
季
西
部
地
区
協
議
会

（
丸
広
百
貨
店
）

◆
二
・
一
八

タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

セ
ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
二
・
一
九

春
季
北
部
地
区
協
議
会

（
埼
玉
県
立
熊
谷
図
書
館
）

◆
二
・
二
六

第
四
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

（
㈱
シ
ー
エ
ッ
ク
ス
カ
ー
ゴ
）

◆
三
・
五

働
き
方
改
革
関
連
法
施
行

直
前
緊
急
実
務
解
説
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
三
・
六

第
二
回
女
性
チ
ャ
レ
ン
ジ

フ
ォ
ー
ラ
ム
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
三
・
一
三

理
事
会
・
幹
事
会
（
パ

レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
）

◆
三
・
一
四

第
五
回
働
き
方
改
革
・

働
き
が
い
向
上
委
員
会
（
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
）

★
新
入
社
員
研
修

日
時

四
月
二
日
㈫
九
時
三
〇
分
〜
一

六
時
四
五
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
一
・
四

〇
二

内
容

講
義
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

講
師

り
そ
な
総
合
研
究
所
㈱
パ
ー
ト

ナ
ー
講
師

古
澤
美
奈
子
氏

★
平
成
三
一
年
埼
玉
県
産
業
労
働
部
主

要
施
策
説
明
会

日
時

四
月
二
二
日
㈪
一
四
時
〜
一
六

時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
一

内
容

産
業
労
働
部
主
要
施
策
説
明

★
理
事
会
・
幹
事
会

日
時

四
月
一
七
日
㈬
一
三
時
三
〇
分

〜
一
八
時

内
容

議
案
・
講
演
会
・
懇
親
会

講
師

経
済
・
ビ
ジ
ネ
ス
評
論
家
、
元

大
分
県
立
芸
術
文
化
短
期
大
学

教
授

植
村
修
一
氏

★
平
成
三
一
年
度
定
時
総
会

日
時

五
月
一
〇
日
㈮
一
三
時
三
〇
分

〜
一
八
時

会
場

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

内
容

平
成
三
〇
年
度
決
算
・
事
業
報

告
、
平
成
三
一
年
度
予
算
・
役

員
千
人
・
事
業
報
告

講
師

日
本
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会

副
委
員
長

�
橋
秀
文
氏

★
労
働
法
実
務
講
座
第
一
講

日
時

五
月
一
六
日
㈭
一
三
時
三
〇
分

〜
一
六
時
四
五
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
四

内
容

労
働
法
の
基
礎
、
労
働
時
間
と

時
間
外
管
理
、
休
日
、
休
暇
の

法
律
実
務

講
師

弁
護
士

外
井
浩
志
氏

★
同
右
第
二
講

日
時

五
月
二
九
日
㈬
一
三
時
三
〇
分

〜
一
六
時
四
五
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
九
〇
六

内
容

人
事
異
動
と
出
向
・
転
籍
の
法

律
実
務
、
懲
戒
処
分
、
セ
ク
ハ

ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ

講
師

弁
護
士

外
井
浩
志
氏

★
労
働
法
実
務
講
座
第
三
講

日
時

六
月
四
日
㈫
一
三
時
三
〇
分
〜

一
六
時
四
五
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
一

内
容

退
職
・
休
職
・
解
雇
・
懲
戒
の

法
律
実
務
、
労
働
法
改
正
の
ポ

イ
ン
ト

講
師

弁
護
士

外
井
浩
志
氏

★
労
働
法
実
務
講
座
第
四
講

日
時

六
月
一
〇
日
㈪
一
三
時
三
〇
分

〜
一
六
時
四
五
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
一

内
容

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、
有
期
労
働

者
、
派
遣
労
働
者
の
管
理
と
法

律
実
務
、
就
業
規
則

講
師

弁
護
士

伊
藤
和
樹
氏

★
第
八
回
上
條
会
長
杯
争
奪
戦
会
員
親

睦
ゴ
ル
フ
大
会

日
時

六
月
一
四
日
㈮
八
時
三
五
分
ス

タ
ー
ト

会
場

武
蔵
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
豊
岡

コ
ー
ス

★
平
成
三
一
年
度
社
会
経
済
視
察
団

日
時

六
月
二
八
日
㈮
〜
七
月
六
日
㈯

内
容

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
技
術
開
発

拠
点
と
し
て
注
目
を
集
め
る
リ

ス
ボ
ン（
ポ
ル
ト
ガ
ル
）と「
文

化
」
と
「
美
食
」
で
都
市
再
生

に
成
功
し
た
ビ
ル
バ
オ
・
サ
ン

セ
バ
ス
チ
ャ
ン
（
ス
ペ
イ
ン
）

を
視
る

視
察
先
〈
リ
ス
ボ
ン
〉
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ベ
ア
ト
・

ク
リ
エ
ー
テ
ィ
ブ
ハ
ブ
、
ダ
イ

ム
ラ
ー
社
デ
ジ
タ
ル
デ
リ
バ
リ

ー
・
ハ
ブ

〈
ビ
ル
バ
オ
〉
バ
イ
ン
ド
4
�0
、

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
、
バ
ス

ク
・
ク
リ
ナ
リ
ー
セ
ン
タ
ー

〈
新
入
会
の
ご
案
内
〉

㈲
ケ
ー
・
ワ
イ
ベ
ン
デ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ

ス
代
表
取
締
役

小
林

洋
一

上
尾
市
瓦
葺
一
二
一
六
―
八

電
話
〇
四
八
―
七
二
〇
―
一
八
七
〇

（
資
）
三
百
万
円

（
従
）
一
一
名

自
動
販
売
機
の
設
置
・
運
営

児
玉
清
掃
㈱

代
表
取
締
役

田
島

瑣
智
子

本
庄
市
児
玉
町
児
玉
七
二
二
―
一

電
話
〇
四
九
五
―
七
二
―
一
〇
三
八

（
資
）
二
千
万
円

（
従
）
二
六
名

一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業

下
妻
液
化
ガ
ス
㈱

代
表
取
締
役

下
妻

慶
悟

深
谷
市
上
柴
町
西
一
―
一
八
―
三

電
話
〇
四
八
―
五
七
一
―
一
二
六
一

（
資
）
二
千
万
円

（
従
）
一
〇
名

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、
プ
ロ
パ
ン
ガ

ス
㈱
白
戸
工
務
店

代
表
取
締
役

白
戸

修

ふ
じ
み
野
市
西
原
一
―
六
―
三

電
話
〇
四
九
―
二
六
一
―
四
六
七
三

（
資
）
二
千
万
円

（
従
）
三
六
名

建
設
業

㈱
飯
能
自
動
車
学
校

代
表
取
締
役

沢
辺

瀞
壱

飯
能
市
岩
沢
九
五
八

電
話
〇
四
二
―
九
七
三
―
二
三
九
五

（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
三
〇
名

自
動
車
教
習
所

〈
代
表
者
変
更
〉

伊
田
テ
ク
ノ
ス
㈱

代
表
取
締
役
社
長

楢
﨑

亘
（
旧

代
表
取
締
役
会
長

伊
田
登
喜
三
郎
）

㈱
Ｊ
Ｔ
Ｂ

埼
玉
支
店

支
店
長

鈴
木

寛
（
旧

執
行
役
員
支
店
長

横
溝

隆
一
）

㈱
し
ま
む
ら

代
表
取
締
役
社
長

社
長
執
行
役
員

北
島

常
好
（
旧

代
表
取
締
役
会

長
会
長
執
行
役
員
野
中

正
人
）

ロ
イ
ヤ
ル
パ
イ
ン
ズ
ホ
テ
ル
浦
和

常
務
取
締
役
総
支
配
人

道
上

浩
之
（
旧

総
支
配
人

小

賀

与
敬
）

〈
社
名
変
更
〉

ロ
イ
ヤ
ル
パ
イ
ン
ズ
ホ
テ
ル
浦
和

（
旧

㈱
浦
和
ロ
イ
ヤ
ル
パ
イ
ン
ズ
）
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会員の動き

埼
経
協
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ュ
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〇
九
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1
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発
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さ
い
た
ま
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大
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ィ
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ル
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発
行
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団
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人

埼
玉
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経
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者
協
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発
行
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根
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茂
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編
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廣
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〇
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所
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り

会
員
の
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き
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